
生きられた家

03.　経験としての我が家

我が家では家族が長年、限られた空間で生活し続けるために

様々なものをめぐって個々の主観による読み替えを、

型にはまらない方法で更新し続けた結果生まれていた。

そこには家を０から設計する際には起こりえない、

受容性や寛容性が見られ、予定調和を超えた「ものの在り方」が読み取れた。

過渡期を迎える自分の家にある全ての設えやものの在り方対して、

普段意識されない私自身と家族の経験や記憶を頼りに家の履歴の記述を試みた。

→ →
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トイレに置かれたカップボード。リビング
で大小の食器棚として使われたものだが、
大きい方を処分してしまった。居場所がな
くなってしまった結果、巡り巡ってトイレ
に収まった経緯をもつ。殺風景だったトイ
レは、カップボードのおかげで少し賑やか
になり、本を並べたり、おもちゃの雑貨を
飾ったりしている。下の段はトイレットペー
パーの収納に適している。

３人がコンタクト使用者がいる我が家には、
洗面所の一角にコンタクト専用の容器が一
人分ずつ平等に区分けされてある。しかし、
洗浄液やコンタクトの容器は人によって異
なり、当然その枠をはみ出てしまっている。
容器に入れる物を容器に合わせるべきか、
容器を大きいものに変えるか悩ましい。

母の仕事道具で廊下にはダンボールが常に並
んでいるが、常にあるゆえにその空間は段ボー
ルがある状態で認識していることに気がつい
た。置かれている段ボール自体は更新されて
いるのだが、来客時にも見えてしまう場所で
あることから布を被せているために段ボール
は平然とそこを定位置にしているのである。

ある日唐突に廊下の壁に収納場所を作ってし
まった。1200 長のレールの金具を取り付け
ただけで、廊下の壁は私物化され、父のクロー
ゼットのようになった。

ダイニングチェアは住み始めた当初は普通
の椅子を使用していたが、使い古して買い
直す際に回転式のものを選び現在まで使い
続けている。椅子に座ることで生まれる方
向性がなくなったことで、リビングとダイ
ニングの一体感が生まれ、家族が集った時
の空間のコミュニケーションが取りやすく
なった。

ダイニングテーブルの上部に梁を利用した
棚があり、小物や植物、中心にはライトが
設置してある。
家族が顔を合わせ、集う場所には照明と植
物とたまに見ると和むインテリアがあった。

キッチンの一角にあるフックのたくさん付
いた吊る壁掛けのインテリアには、常にい
ろいろなものがかかっていた。あるときは、
ニンニクのストリング、写真、栓抜き、ジョ
ウロ、形が気に入って買ってきたキッチン
用品（インテリアとして）など、使用目的
に限らずキッチンを彩ってきた。

長方形で横長のリビングでも、テーブルと
この真上にあるこのライトによって、リビ
ングの中心性が生まれていた。羽が回転す
ることで風も生まれて居心地が良くなる。

リビングのサブスペースにあるレール状の照明た

ち。手元を真上から照らすことのできるスポットラ

イトは自由に居場所を創出できるためリビングを有

効的に使い続けられた。母の仕事場だった時期、グ

ランドピアノが置かれた時期、父の寝室になった時

期。一つの部屋の様に様々な用途に変容させられた

のもこの照明のおかげかもしれない。

天井の角につくこの小さな引っ掛かりが、
部屋を賑やかにしくれていた。棚やテーブ
ルといった飾る場所をわざわざ儲けなくて
も、引っ掛けることによって場所を作るこ
ともできるのではないかと思う。

炊飯器は使うときだけコンセントの近くに
移動し、そのほかの時はキッチンの端にし
まえるようにキャスター付きの棚に置かれ
ていた。

私が好きな空間の陽の当たる出窓。植物が
並べられ、常に賑やかである。小学生の頃
には金魚やザリガニの水槽をこの出窓に置
いていた。母の趣味で本物のサボテンとセ
トモノのサボテン型の置物が一緒に並べら
れている。家族にとっての緑ゾーンである。

ある日母の仕事場からキッチンに移動した棚。
お菓子、パン、賞味期限が近い食べ物などと鍋
の蓋、耐熱ボウルなどよく使う調理器具が置か
れるようになった。たまたまキッチンの空いて
いた場所に置かれたが、そこはキッチンのど真
ん中であり、結果的に動線的にも最高の場所に
必要なものが置かれていた。家の中で行き場を
失った棚は、頻繁に出し入れがされる画期的な
受け皿を構築してしまっていた。

リビングにグランドピアノがあった頃、楽
譜入れにしていたこの引き出しは電子ドラ
ムの影にひっそりと置かれている。中身も
滅多に使わないものだ入っているため、開
けられることはほぼなく、日常的に視界に
入ることもほぼない。

家に入ってまず目につくものは、玄関の突き
当たりの壁のど真ん中に付く壁掛けである。
濡れた傘、コートをかける際によく使う。面
白い形をしていて、たくさん掛けられ機能的
で重宝していた。

階段の手すりがない側は、縁が 100mm 程
の木の仕上げで手すりの様に手をつく場合
以外にも、玄関の前という場所性から家族
が色々なものを仮置きする場所になってい
る。ポストに入れる手紙、持っていくお弁当、
帰ってきたときは家の鍵や買ってきた食料
を仮置きしていた。

玄関から手を伸ばせば届く位置にある階段
の手すりが、日傘や折り畳み傘、靴ベラの
定位置になっている。住み始めた当初から
この位置に掛け始めていていて慣れてし
まった今となっては傘の置き場を後から設
えようとしたことは一度もない。

別の部屋で使わなくなった棚が、空いてい
たトイレの脇のスペースに押し込まれた。
何を置くか想定して用意されたものではな
い棚には、家族４人のそれぞれのものが所
狭しと集う。
人によって物を取る面も異なり、狭いスペー
スを有効利用できている。

新築当初、４つあった洗面所のライトはい
つしか３つになっていた。機能に大した問
題は生じなかったためである。設計当初良
かれと思って計画されたことが、住むうち
に妥協され、半端なものを生み出してしま
う可能性もある。

もので溢れた空間にはそれぞれの収まる場
所を構築してしまいたくなる母によって、
真っさらだった洗面所にはゴテゴテと物た
ちの拠り所が構築された。

たらい回しの物 容量を超えるもの

壁に張り付くものたち

回るようにした椅子 梁の飾り棚

吊るすインテリア 団欒の中心 照らせるライト ピクチャーレール 車付き家電

リビングの出窓 行き場を失った棚 縁の下のもの

設えぶっているもの出迎えるもの みんなが見る場所 ものの拠り所となる場所

みんなの棚 必要十分な物 余白の壁

食器のほかに電子レンジもおかれている。

かつてはカップボードとセットの食器棚がおかれて

いたが、地震を機に皿が落ちてこないような安全な

棚に買い換えた。

機能的には便利であるが、本来予定された配置では

ないのにうまく使い続けられているのが不思議であ

る。

リビングのテーブルは大きく、幼い頃はこのテーブ

ルで宿題をしたりした。普段は父のパソコンや新聞

が置かれている。ダイニグテーブルでもあり、テレ

ビをみながら食べるとき、大人数で食べるときはこ

のテーブルを利用する。ダイニグカウンターとテー

ブルが近いことで、コンパクトで居心地のよいリビ

ングとキッチンになっていると考える。

長年使い続けている飾り棚。飾りたいけど、
「ちょっといいもの」「割れると怖いもの」「ホ
コリをかぶせたくないもの」はこの飾り棚に
いれてきた。しかしリビングの隅っこに置か
れていたため、存在感が薄い。忘れていた頃
に見て思い出すくらいのものが多い。

テレビの横に父が植物を置いた。なんでそこ
に置くのだろうと思ったが、よく見たらその
後ろには、コンセントのタコ足が集結してい
た。見たくないものを無意識に隠す様な配置
になっていた。

設えのような重量感のもの
洋服タンスは部屋の中でも結構な重量感で鎮
座していた。幅も厚みもある引き出しのタン
スは部屋の柱や出窓と同じくらいの存在感を
もつ。

中学生ごろからバックや帽子が増えて、かけ
る場所が必要になった。クローゼットではな
く、取りやすい場所の収納は仕切りのない部
屋で儲けるのは難しい。壁状で収納力のある
突っ張りの棚は便利であったが、部屋をきれ
いにはみせてくれない。

窓際の洗濯機には洋服と洗濯に必要なあらゆ
るものが集まる。洗濯機をはじめ、乾燥機、
カゴなど電化製品をコンパクトに収納できる
場所が必要だと感じる。

蓋をすればみえなくなるカゴはおそらく一般
的な洗濯カゴである。建築家はカゴがおかれ
る場所まで想像しただろうか。
屋上へつづく動線上におかれるうちのカゴは
しばしば障害物となる。

後付けの食器棚 集いやすさを生むもの

許容する飾り棚 目隠しになるもの

ピンクのタンス 壁状の収納

洗濯機に集まるものたち 洗濯のカゴ
９畳あまりの子供部屋を６歳から 24 歳まで妹
と使用できたのはこの壁があったからだ。散々
模様替えをしてこの壁を使い倒してきた。何
の縛りもない動く壁は家を長く住みこなす上
で欠かせないかもしれない。

ベランダだった場所をリフォームで室内にし
たことによって、柱と壁の間に微妙な隙間が
できた。ちょうど一つ棚が置ける程度の大き
さで、部屋の模様替えを何度しようとその棚
だけは定位置だった。

リビングと廊下を仕切る扉はガラスになっ
ていて、リビングが見通せたため、人の気
配を感じることができた。料理をするとガ
ラスが曇ったり、部屋と廊下の温度差を見
ることもあった。

築４０年という歳月を感じるのは、一般的な住宅よ

りも低い天井と、柱、梁の収まりが悪く、大架構

ゆえに太い梁がいたるところに見られる点である。

20 年前に大きな構造体は変えないままリフォーム

によって中の計画が変更されているため、水回り付

近ではさらなる凸凹が見られる。

４人家族の我が家と一人で暮らす祖母の傘立ては対

照的であった。我が家のものは、最初から４本しか

傘が立てられない仕様のため傘が増えた時は壁に立

て掛けたり、別の設えを玄関に作る必要があった。

祖母の玄関にある傘立ては玄関の広さの割合からし

ても幅をとる傘立てを使っていたが、傘が増えた時

にも対応できる場所が確保されていた。

焦げ茶の少し思いドアで、築４０年ものである。

リフォームした際に変更しなかったため、この

家の人間の出入りを４０年間見守ってきたこと

になる。左側の格子状の部分は当初はポストに

なっていたが、今は塞がれてドア部分に後付け

ポストになった。元からある設えを継承しなが

ら、うまく使い続けている。

リビングの出窓とは反対に窓先には隣の家
が隣接しているため、光が入りにくい子供
部屋の出窓は、もっぱら物置になってしまっ
ていた。住み始めた当初はカーテンをつけ、
リビングのように小物を飾っていたが、そ
のうちカーテンも付けることもやめてしま
い、出窓には窓を塞ぐように棚が押し込ま
れた。

リビングには 13 年間私が弾くためのグランド
ピアノがあった。クレーンで吊って、３階の
リビングの窓から入れたこのピアノはリビン
グの半分を占有し、煙たがれたこともあった。
引っ越しが決まった際、一番初めに処分され
てしまったが、このピアノが家にあったこと
は大切な思い出である。

イケアで買った壁にネジで付けるライト。
黄色い光。寝る前につけるライトとして購入
した。狭く、ものが多い部屋だからこそ活躍
している。

キッチンの吊り棚から吊るすキッチンペー
パー掛け。
注文した設えに加えて、父が自作で設えた。
既製品を
使わないで、あるもので賄うことで使いや
すさや無駄がなくなると思う。

３m ほどの長さ廊下にちょっとした飾り棚を
設けた。階段を上がってすぐあるこの棚にちょ
こんと乗るぬいぐるみが印象的で、棚はすぐ取
り外してしまったが、記憶に残る場所である。

母の趣味で運動グッツが増える寝室。つい
にある日、トランポリンが設置された。そ
こで運動する時間の方が圧倒的に少ない
設えは、取り込んだ洗濯置きか、出かける
時の部屋着置きと化している。

万能な動かせる壁

柱と棚 ガラスの扉

凸凹の柱と梁 傘立ての比較 玄関ドア１

子供部屋の出窓

グランドピアノ 思い付いたら壁付けライト

創作道具 廊下の装飾 トランポリン
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リフォームにより半分になったガレージ。車
は二台
入り、1台分は貸しスペースで空いていると
きはそこで遊んだりした。

木製で白い塗装と、装飾がされている各部屋
のドア。装飾の窪みに埃が溜まってしまうと
いう難点もあり、定期的に掃除をするなど手
間がかかった。

各部屋、壁紙にはこだわりを持って両親はこ
の家をリフォームした。１８年の間、それぞ
れの部屋で模様替えは散々行なったが、大き
く部屋の用途を変えることがなかったのは部
屋の使い手を制限するような壁紙の配色に起
因しているように思う。

３階に上がる階段の壁との間には、リフォー
ム前の名残か隙間があった。当初は植物など
を置いていたが、掃除の際に邪魔になるため、
その内何も置かれなくなった。

リフォーム前のキッチンの壁はガラスブロッ
クだった。リフォームの際、キッチンだった
場所はトイレ、洗面台の水回りを繋ぐ廊下に
なったが、なぜかガラスブロックはそのまま
で、造作の棚の一部と化した。
現在はものが詰め込まれ、突っ張り棒でロー
ルカーテンを付けて蓋をしているため、ガラ
スブロックの必要性はない。

ものが増えたため、屋上に小屋を建てた。も
のが溜め込む場所が増えたことで、またもの
が増えるという悪循環が発生した。

住み始めた当初は屋上に出る際にわざわざ玄
関から靴を持って上がっていたが、ある日屋
上用の下足入れを祖母が作った。
それは子供部屋で使わなくなった引き出しの
カゴを抜いたもので、祖母が即興で靴箱に読
み替えてリサイクルしていた。

作り付けの玄関の下駄箱は、４人家族にとっ
ては少々小さかった。しかし、他に下駄箱を
置けるスペースもないため、常に作り付けの
下駄箱内に収まるように家族それぞれが靴の
数を制限する必要があった。

キッチンのガスコンロには当初から蓋が付い
ていたが、住み始めて１年もしない時から蓋
は常時開きっぱなしである。必要のない設え
になっている。

ガレージ ドアの模様 壁紙 階段と壁の間

リフォームの名残 屋上の増築小屋 屋上の下駄箱 玄関の下駄箱開きっぱなしの蓋

屋上

自分の部屋のカラーボックスも本が増えるに
連れて、年々増えてついに連携するまでになっ
た。若干異なる種類のボックスを繋げている
ため、バラバラな印象になってしまっている。

妹と一緒の部屋は、成長につれて狭くなり小
学生の頃は自分のベットを使っていたが、途
中で二段ベットに変えた。

最初ベランダで植物を置いていた棚も、ベラ
ンダで植物を育てるのをやめたときに不要と
なり、玄関の外に追いやられた。植物は手間
がかかるので、最終的に棚には何置かれず、
空のまま放置されていた。

テラコッタのタイルで、玄関はオレンジ色の
明るい雰囲気になっていた。汚れも目立たず、

クローゼットの中に小物を収納するのに、
何かと
衣装ケースを購入するため、どんどんケー
スも増えていった。

オレンジのリビングに合わせて買ったオレンジ色

の卓上ランプ。リビングでこのライトを使う機会

はあまりなく、ただ飾りとして置いてあるだけ

だった。

寝室のライトは一般的なシーリングライト
を使っていた。住んでいる途中で、LED に
変えたが、その前は度々切れることがよく
あり、ライトの交換もよく行った。

緑色のふかふかのマットは玄関で家に入ると
きに温かい印象を与えていた。出入り口にマッ
トがあることで、境界をまたぐことを意識す
るような瞬間もあったように思う。

花柄の壁紙と同じ柄のライトをたまたま店
で見つけて衝動買いし、ずっと大事にして
いたが汚れて捨ててしまったライト。ライ
トを置いていたテーブルも合わせてピンク
のペンキで塗装した。

勉強机として小学校入学のタイミングで買っ
た机も、サイズが合わなくなり買い換えた。
買い換える前もランドセル入れを使わなく
なったり、引き出しに入れるものも変わった
りなど変化が多々あり、もっと柔軟に使い続
けられる家具選びも必要だと思った。

子供部屋に買ったライトも、最初は使ってい
たが、いつから全く使わなくなりカバンや帽
子掛けとなった。ライトとして使わなくなっ
た後もしばらく部屋の一角で、仮掛けとして
使われた。

連結カラーボックス

二段ベッド

園芸用棚

玄関タイル

増え続ける衣装ケース

お揃いのランプ

シーリングライト

玄関の敷きマット

卓上ライト

買い直した勉強机

使わなくなった照明
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裁縫の仕事をしていた祖母の仕事場は、以前
私たち家族四人が使っていたダイニングテー
ブルを再利用している。多い時にはミシン３
台や、アイロンを使うため、安定したどっし
りとしたデスクが好きらしい。仕事の机にし
ては若干高さが高いため、回転する椅子で調
整している。

祖母のダイニングスペースの机と椅子も父
母が昔使っていたものをそのまま引き継い
だものである。
ワンルームの真ん中に丸いテーブルを置く
と、部屋を使いやすい。テーブルクロスを
かけているため、机の物持ちが良い。

３つの内の独立して置かれるこの飾り棚は
とても大切に扱われ、高級な食器やお土産、
プレゼントがあ入れられていた。

増築したため梁柱の凹凸が多く、それを利用
して突っ張り棒の設えをたくさん作っていた。
洗濯機の上に一時的に干せる場所を作ったり、
キッチンと寝室側にカーテンをして仕切った
りしていた。

一人暮らし用の狭いキッチンも、突っ張り
棒やタイルに吸盤をつけるなどしてうまく
収納していた。

一人暮らし用のユニットバスには、様々な
隙間に生活用品が並んでいた。

洗濯機周りも、洗濯機にカゴを挿入するな
どして空間をよりコンパクトに使っていた。

裁縫をしていた祖母は、何かと設えに専用
のカバーを作って利用しているものがあっ
た。

密閉したゴミ箱は、一人暮らしだと捨てる
場所と言うよりかはゴミの保管場所として
の機能が大きいように感じた。

３つで１セットの飾り棚は、狭い部屋では
バラバラに置かれていた。三つ目の高い棚
の代わりに冷蔵庫がつけられていたため、
かろうじてバランスを保っているように見
えた。

テーブルとセットの椅子は高さが 400 で
ゆったりと座れる。

仕事のデスク用のこの椅子は高さが 400-550
まで上下し、回転するためミシンで作業する
際やテレビを見るのに適している。祖母は 1
日の大半をこの椅子に座って過ごす。

ミシン用の椅子として買ったという秋田木
工の剣持スツール。高さは 450 と他の椅子
と使いわけができていて、狭い部屋の中で
３つの椅子があっても窮屈になっていない
理由はそこにあると思った。

南雲家が眠っている仏壇。祖母にプレゼント
をすると必ず仏壇にお供えしてから祖母が受
け取ることが印象的だった。黒く、威圧感が
ある古風な仏壇は棚の上に置かれ、背伸びを
しないと奥まで見えない場所に置かれていた。

玄関から部屋を全て見渡せてしまう造りだった祖母

の部屋は、玄関付近に緩衝空間を作る必要があった。

300 × 800 のこの奥行きが狭い本棚は壁の役割を

担い、玄関と部屋を区切っている。棚は玄関側から

使われ、常にロールスクリーンが掛けられていた。

反対側は布と網で固定され、カバン掛けにしている。

玄関ー本棚ーベットという順で並ぶ。
本棚には本の他に、裁縫で使うミシン糸やボ
タンなど祖母の様々な仕事道具が置かれてい
た。
ベッドは昔から使っているもので、木製のしっ
かりした造りのもの。

ワンルームであるため、全ての領域が重なっ
ているが部屋でもっとも収納力のあるこの棚
がそれぞれの領域のものを収容していた。

この下駄箱も以前使ってたものを前の家から
引き継いで持ってきたために、玄関に治らず
結果浮いたまま 18 年間使われていた。隙間
には靴が入れられ、下駄箱も安定していたた
め、問題はないようである。

前の家から持ってきた台に、木の端材を積み
上げて高さを調節していたテレビ台。台の上
にはクロスら掛けられ目隠しされているため
違和感はない。

仕事場の横に並ぶ引き出しには、仕事道具が
詰まっている。その反対にはベッドがあるた
め、引き出しの台の上にはラジオや寝る前に
使うようなものが置かれていた。写真立てと
壁にも孫の写真がたくさん並べられている。

祖母の仕事場 ダイニング

独立した飾り棚 突っ張り棒の多用 キッチンの複合棚

水回りの最終形態 コンパクトな洗濯機

なんでもカバー

ゴミ箱収納

解散した３セット

ダイニングチェア 仕事用の椅子 仕事用の椅子２

仏壇 本棚 本棚とベッド 領域をまたぐ 崖っぷちの下駄箱

仕立て直したテレビ台 領域をまたぐ
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我が家の玄関とは対照的に、祖母の家の玄関
はリフォームの際に新調したもので部屋が増
設されたことがわかる仕様である。

リビングに置かれている雑誌や新聞受けとし
て使われるインテリア。読む前と読んだ後の
一時的な受け皿として機能していた。

ピアノをやめてドラムを始めた妹の趣味。リ
ビングの一角に置かれた。

母は趣味で楽器を買って、すっかり弾かなく
なって自分の部屋の片隅で埃を被っている。

父がなんでも詰め込んでしまうクローゼット。
中ではなんと、設えてあった棚板を抜き、ハ
ンガーパイプを突っ込んでいた。基本的に父
の私物だが、家族の共有のものをしまいこん
でしまうこともあった。全貌を私は見たこと
がない。

東側で、通りに面したベランダは、小学生の頃
朝顔を育てたりしたが、枯れて落ちた葉やゴ
ミでベランダの排水溝が詰まったりなど、掃
除が大変なこともあり、そのうち何も置かな
くなってしまった。

建築当初からある外階段は玄関へのアプ
ローチになっている。定期的にペンキが禿
げると家族で塗り直しを行った。

カーテンは後から突っ張り棒でリング状の金
具で設置した。突っ張り棒には、いつの間に
かカーテンだけでなく時計やネームプレート
などもぶら下げられた。

引っ越してきた当初小１だった私が、一番気
になった場所が階段下の納戸だった。三角の
扉に、プッシュ式で隠れる取手。住み始めて
すぐにものが詰め込まれ部屋として使うこと
はなかった、憧れていたことが懐かしい。

リビングは週末に度々父が模様替えすること
があった。小物やインテリアの場所も変わる
ため、特に時計は見ることが習慣になってい
た場所を見てしまうことが多々あった。

リフォーム後、父と母は階段を上がった所の
手摺のデザインにびっくりしたという。希望
は金属のシンプルな手摺だったが、あいにく
木でしか用意できず、
しかも出来上がって見たら、想定外の意匠が
施されていた。木のため、家事や水回りが集
中してる場所にも関わらず、濡れたタオルな
どを描けたりできず、機能的にはよくない。

使ったバスタオルを広げて乾く設えがない
ため、
タオル掛けを使っている。折りたためて、
場所を取らずたくさんかけられるため使い
勝手が良かった。

何もない壁には、ポスターや陶器が壁に飾ら
れた。それらは定期的に位置が変えられたり、
物が変わったり、常に部屋を彩ってきた。

キッチンの一角に大きなパントリー用の棚が
ある。
立方の空間は居住性があり、幼い頃は頻繁にか
くれんぼで隠れた場所である。近年はもっぱら
食料やキッチン用品でいっぱいの棚だが、幼
い頃にこの空間の特異性に興味を持ったきっ
かけを忘れずにいたい。

階段下からも、廊下からも、玄関からも、洗面
所からも、あらゆるシーンで見る時計がある。
動線の交差点に置かれる道具や装飾ほど記憶
に残りやすい。

多色展開する IKEA の商品のイスを気に入っ
た父が、一部屋一つあるくらい揃えてしまっ
た。実際、あっても気にならない小さなイス
は非常に使い勝手が良く、いちじ的な腰掛け、
踏み台、サイドテーブルなどあらゆるシチュ
エーションで活躍している。

両親の寝室には梁の下に造作の棚が設えら
れてあった。最初は本がたくさん入れられ
ていたが、後に寝室は母の仕事部屋になっ
たため、壁沿いに母の仕事のデスクを付け
て、書類などの収納として役立っていた。

玄関ドア２ 新聞の拠り所

電子ドラム 温められる楽器 ブラックボックスの収納 使われなくなったベランダ 外階段

カーテンと ... 憧れの秘密の部屋 時計の居場所 過度な意匠 折りたたみタオル掛け

壁を飾るものたち パントリーの棚 見通せる場所の時計 ちっちゃい椅子 造作棚

買い換えることが多かったが、常に風呂場に
は椅子があった。

各部屋にあるゴミ箱。ゴミ箱にもそれぞれ定
位置があり、みえない居場所を確保している。

全室フローリングの我が家では各デスクの下
に絨毯を敷いている。私のデスク周りの絨毯
は、デスクで作業をする最小限の面積で、部
屋の中での私個人の
スペースを規定している。

風呂の椅子 ゴミ箱の位置 領域を決める敷物
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生きられた家 と 生きられる家
- 経験と記憶の設計実験 -

Research on spatial design method of The house by people to think from The house for people
Space design experiment on experience and memory of house
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リビングで一際存在感がないのが、テレビ
台である。
テレビ台として以外の使い道がなく、模様
替えをする頻繁にする我が家でも最も寿命
が長い部類のものである。

広いキッチンのカウンターの上でばらばら
しがちなカップ、グラス、調味料はオボン
の中に並べられていた。本来おかれる場所
でなくても、オボンに乗っているだけで正
規の居場所の様な程をなす。オボンのキャ
パを超えるものは置かれず、日常的に利用
するものしか並ばない。

給湯類はべつのオボンにまとめられてい
る。
コンセント横に位置どるこのオボンには
T-fal の他にお茶っぱ、コーヒー豆、急須な
どがまとめられている

日常的使うキッチン用品はキッチンカウン
ターの上から吊っている。ダイニグカウン
ターの上の吊り具はそれの延長でありつ
つ、輪ゴムやクリップを下げてキッチンで
必要になる道具を収納できるようにしてい
る

キッチンの奥に鎮座する冷蔵庫は玄関から
少し遠かった。扉には家族の予定を書き込
むホワイトボードが貼られている。

住み始めた当初からある白いソファ。
小さい頃は座面だけで横になれたこのソ
ファも、気付いた時には身長が伸びて、横
になると足が飛び出てしまう様になった。
成長と共にあった椅子である。

子供たちが成長し、リビングに家族全員が
座る場所がなくなった頃、買い足されたソ
ファ。メインソファとほぼ同じ大きさにも
関わらず、両端の肘掛けがない作りである
ことから少し緊張感を持って座るソファ。
座る人の居方だけでなく、周囲の家具との
配置の関係が使い方に影響していた。

長方形のリビングを二分する様に 760 ×
380 の棚が置かれている。棚の奥行きが広
いために、リビング側には家族共有の本や
インテリアの置物が置かれ、反対側には個
人の趣味のカレンダーや置物が並べられて
いて、表裏で違った趣をしている。

ティッシュの箱やリモコンなどはいつもあ
る場所というものが家族間で暗黙の認識が
ある様に思う。
それは人の動きとものの配置の関係性から
決まっていて、相談した訳でもないのに家
族それぞれが定位置として認識していると
いう過程が面白い。

リビングとキッチンのちょうど間あたりに
1400 × 300 のうちの中ではちょっと高級
な木の棚がある。
この棚は完全にインテリアとして沢山の小
物が置かれている。家族のそれぞれが各国
で買ってきたお土産が集い、団欒の空間を
賑やかにしている。

ゴミ箱として使われる前に壊れてしまったゴ
ミ箱は、綺麗だったため収納として廊下に置
かれ続けている。掃除道具が入れられたりし
ている。父のものを出しっぱなしにしたくな
い精神がゴミ箱を収納にしてしまった。

子供部屋の入り口すぐの壁に壁掛けの身長
計をつけていたが、背が伸びなくなってし
まった時点でそれも必要なくなった。ただ
の飾りとなり、機能しなくなったものは処
分され、壁には部屋の出入りによって傷つ
いた壁だけが成長の記憶を物語っている。

ある日家に帰ると、棚が出来上がっていた。
母が自前の材料で子供部屋に洋服掛けを作
成してしまった。あまり繊細な作りではない
が、使いやすい。

部屋の壁を埋めるように配置されたこの棚
は、本当に使いづらく、最後までうまく利
用することができなかった。最後の方には
埃がたまり、使わない収納になっていた。

洗濯機横の窓の上に、洗濯物を干すための
干場を後付けでつけてたが、そこに干すこ
とが当たり前になってしまった。本来干さ
ないときは折りたためる仕様だが、長い間
出しっぱなしになっている。

洗面所に後からつけられた吸盤のタオル掛
けは、すぐに取れてしまう。最終的には、
別のタオル掛けが使われるようになった。

家具と壁の隙間、物と物とのちょっとした
隙間に物を置きがちである。さも始めから
ものが並べられることを想定していたよう
な箇所が多々見受けられる。

家族が使う場所には、常に自分以外の気配
を感じることができる。風呂場の一角に最
初から風呂場で使う備品を置くよう想定
されている少しゆとりのあるスペースがあ
る。何をそこに置くとまでは決められてい
なく、緩やかな制約の中で前の人が使い終
わったものの居場所に追従する。

収納の中でも余ったスペースを居場所にす
るものたちがある。散乱しているように見
える一方で、この場所は決められたものた
ちの定位置になっていて、いつもそこに決
められて収納されているものたちだが、な
いがしろにされている場所である。

リビングには住み始めた当初から比べると
椅子が増えた。中には収納力をもつ椅子も
ある。ソファーと繋げてオットマンのよう
に使ったりもしていた。

華奢なテレビの足 居場所をつくるオボン 綺麗に見せるオボン 掛けられる場所 定位置の冷蔵庫

寝られるソファ サブソファ 表と裏の顔をもつもの 見えない居場所 集まる場所

居座り続けるもの 傷跡を残すもの 手作りタンス 使いづらい棚 即時から常時のもの

いなくなくなりがちな物 隙間を居場所にする物 集まることで生まれる場所 隙間に定着するもの 増える椅子

背 景

「生きられた家」とは、住まい手によって住みこなされた家の

ことである。どんな空間も人に使われる前は、まだ息をしていない。

 

個人の嗜好によって構築される生活の基盤となる家は、範型化された

フォーマットを持ちながらも実際は個人による日常生活が織りなす

他愛もないストーリーの集積で構築されているのが現実である。

築40 年、私自身は家族と 18 年間過ごした家は

既に使い熟され、建築として過渡期にあり

生きられた家としての最終形態に直面していた。

家にある設えは、終わりの時を目前にして初めて

この家が生きられた家としての歴史を語り出した。

この家の取り壊しをきっかけとして、生きられた家が持つ履歴を読み解いていく。

00. 建築が構築する身体的スケール 01.　生きられた家

02.　生きられた家・我が家

新居に移り住むと最初の数日間違和感を覚え、

日が経ってやっと物たちが手頃なところに収まった頃、

空間に馴染んで居心地が良くなることは誰しも経験があるのではないか。

その目に見えない変化を多木浩二は、著書『生きられた家』で

「家が住み手である私の経験に同化し、私がそれに合わせて変化し、

この相互作用に家は息をつき始め、まるで存在の一部のようになり始めている」

と述べた。
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＜建築の身体的スケール獲得のイメージ＞

→

＜生きられた家のイメージ＞

＜我が家の年表＞

→ →→

我が家の玄関とは対照的に、祖母の家の玄関
はリフォームの際に新調したもので部屋が増
設されたことがわかる仕様である。

リビングに置かれている雑誌や新聞受けとし
て使われるインテリア。読む前と読んだ後の
一時的な受け皿として機能していた。

ピアノをやめてドラムを始めた妹の趣味。リ
ビングの一角に置かれた。

母は趣味で楽器を買って、すっかり弾かなく
なって自分の部屋の片隅で埃を被っている。

父がなんでも詰め込んでしまうクローゼット。
中ではなんと、設えてあった棚板を抜き、ハ
ンガーパイプを突っ込んでいた。基本的に父
の私物だが、家族の共有のものをしまいこん
でしまうこともあった。全貌を私は見たこと
がない。

東側で、通りに面したベランダは、小学生の頃
朝顔を育てたりしたが、枯れて落ちた葉やゴ
ミでベランダの排水溝が詰まったりなど、掃
除が大変なこともあり、そのうち何も置かな
くなってしまった。

建築当初からある外階段は玄関へのアプ
ローチになっている。定期的にペンキが禿
げると家族で塗り直しを行った。

カーテンは後から突っ張り棒でリング状の金
具で設置した。突っ張り棒には、いつの間に
かカーテンだけでなく時計やネームプレート
などもぶら下げられた。

引っ越してきた当初小１だった私が、一番気
になった場所が階段下の納戸だった。三角の
扉に、プッシュ式で隠れる取手。住み始めて
すぐにものが詰め込まれ部屋として使うこと
はなかった、憧れていたことが懐かしい。

リビングは週末に度々父が模様替えすること
があった。小物やインテリアの場所も変わる
ため、特に時計は見ることが習慣になってい
た場所を見てしまうことが多々あった。

リフォーム後、父と母は階段を上がった所の
手摺のデザインにびっくりしたという。希望
は金属のシンプルな手摺だったが、あいにく
木でしか用意できず、
しかも出来上がって見たら、想定外の意匠が
施されていた。木のため、家事や水回りが集
中してる場所にも関わらず、濡れたタオルな
どを描けたりできず、機能的にはよくない。

使ったバスタオルを広げて乾く設えがない
ため、
タオル掛けを使っている。折りたためて、
場所を取らずたくさんかけられるため使い
勝手が良かった。

何もない壁には、ポスターや陶器が壁に飾ら
れた。それらは定期的に位置が変えられたり、
物が変わったり、常に部屋を彩ってきた。

キッチンの一角に大きなパントリー用の棚が
ある。
立方の空間は居住性があり、幼い頃は頻繁にか
くれんぼで隠れた場所である。近年はもっぱら
食料やキッチン用品でいっぱいの棚だが、幼
い頃にこの空間の特異性に興味を持ったきっ
かけを忘れずにいたい。

階段下からも、廊下からも、玄関からも、洗面
所からも、あらゆるシーンで見る時計がある。
動線の交差点に置かれる道具や装飾ほど記憶
に残りやすい。

多色展開する IKEA の商品のイスを気に入っ
た父が、一部屋一つあるくらい揃えてしまっ
た。実際、あっても気にならない小さなイス
は非常に使い勝手が良く、いちじ的な腰掛け、
踏み台、サイドテーブルなどあらゆるシチュ
エーションで活躍している。

両親の寝室には梁の下に造作の棚が設えら
れてあった。最初は本がたくさん入れられ
ていたが、後に寝室は母の仕事部屋になっ
たため、壁沿いに母の仕事のデスクを付け
て、書類などの収納として役立っていた。

玄関ドア２ 新聞の拠り所

電子ドラム 温められる楽器 ブラックボックスの収納 使われなくなったベランダ 外階段

カーテンと ... 憧れの秘密の部屋 時計の居場所 過度な意匠 折りたたみタオル掛け

壁を飾るものたち パントリーの棚 見通せる場所の時計 ちっちゃい椅子 造作棚

買い換えることが多かったが、常に風呂場に
は椅子があった。

各部屋にあるゴミ箱。ゴミ箱にもそれぞれ定
位置があり、みえない居場所を確保している。

全室フローリングの我が家では各デスクの下
に絨毯を敷いている。私のデスク周りの絨毯
は、デスクで作業をする最小限の面積で、部
屋の中での私個人の
スペースを規定している。

風呂の椅子 ゴミ箱の位置 領域を決める敷物
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食器のほかに電子レンジもおかれている。

かつてはカップボードとセットの食器棚がおかれて

いたが、地震を機に皿が落ちてこないような安全な

棚に買い換えた。

機能的には便利であるが、本来予定された配置では

ないのにうまく使い続けられているのが不思議であ

る。

リビングのテーブルは大きく、幼い頃はこのテーブ

ルで宿題をしたりした。普段は父のパソコンや新聞

が置かれている。ダイニグテーブルでもあり、テレ

ビをみながら食べるとき、大人数で食べるときはこ

のテーブルを利用する。ダイニグカウンターとテー

ブルが近いことで、コンパクトで居心地のよいリビ

ングとキッチンになっていると考える。

長年使い続けている飾り棚。飾りたいけど、
「ちょっといいもの」「割れると怖いもの」「ホ
コリをかぶせたくないもの」はこの飾り棚に
いれてきた。しかしリビングの隅っこに置か
れていたため、存在感が薄い。忘れていた頃
に見て思い出すくらいのものが多い。

テレビの横に父が植物を置いた。なんでそこ
に置くのだろうと思ったが、よく見たらその
後ろには、コンセントのタコ足が集結してい
た。見たくないものを無意識に隠す様な配置
になっていた。

設えのような重量感のもの
洋服タンスは部屋の中でも結構な重量感で鎮
座していた。幅も厚みもある引き出しのタン
スは部屋の柱や出窓と同じくらいの存在感を
もつ。

中学生ごろからバックや帽子が増えて、かけ
る場所が必要になった。クローゼットではな
く、取りやすい場所の収納は仕切りのない部
屋で儲けるのは難しい。壁状で収納力のある
突っ張りの棚は便利であったが、部屋をきれ
いにはみせてくれない。

窓際の洗濯機には洋服と洗濯に必要なあらゆ
るものが集まる。洗濯機をはじめ、乾燥機、
カゴなど電化製品をコンパクトに収納できる
場所が必要だと感じる。

蓋をすればみえなくなるカゴはおそらく一般
的な洗濯カゴである。建築家はカゴがおかれ
る場所まで想像しただろうか。
屋上へつづく動線上におかれるうちのカゴは
しばしば障害物となる。

後付けの食器棚 集いやすさを生むもの

許容する飾り棚 目隠しになるもの

ピンクのタンス 壁状の収納

洗濯機に集まるものたち 洗濯のカゴ
９畳あまりの子供部屋を６歳から 24歳まで妹
と使用できたのはこの壁があったからだ。散々
模様替えをしてこの壁を使い倒してきた。何
の縛りもない動く壁は家を長く住みこなす上
で欠かせないかもしれない。

ベランダだった場所をリフォームで室内にし
たことによって、柱と壁の間に微妙な隙間が
できた。ちょうど一つ棚が置ける程度の大き
さで、部屋の模様替えを何度しようとその棚
だけは定位置だった。

リビングと廊下を仕切る扉はガラスになっ
ていて、リビングが見通せたため、人の気
配を感じることができた。料理をするとガ
ラスが曇ったり、部屋と廊下の温度差を見
ることもあった。

築４０年という歳月を感じるのは、一般的な住宅よ

りも低い天井と、柱、梁の収まりが悪く、大架構

ゆえに太い梁がいたるところに見られる点である。

20 年前に大きな構造体は変えないままリフォーム

によって中の計画が変更されているため、水回り付

近ではさらなる凸凹が見られる。

４人家族の我が家と一人で暮らす祖母の傘立ては対

照的であった。我が家のものは、最初から４本しか

傘が立てられない仕様のため傘が増えた時は壁に立

て掛けたり、別の設えを玄関に作る必要があった。

祖母の玄関にある傘立ては玄関の広さの割合からし

ても幅をとる傘立てを使っていたが、傘が増えた時

にも対応できる場所が確保されていた。

焦げ茶の少し思いドアで、築４０年ものである。

リフォームした際に変更しなかったため、この

家の人間の出入りを４０年間見守ってきたこと

になる。左側の格子状の部分は当初はポストに

なっていたが、今は塞がれてドア部分に後付け

ポストになった。元からある設えを継承しなが

ら、うまく使い続けている。

リビングの出窓とは反対に窓先には隣の家
が隣接しているため、光が入りにくい子供
部屋の出窓は、もっぱら物置になってしまっ
ていた。住み始めた当初はカーテンをつけ、
リビングのように小物を飾っていたが、そ
のうちカーテンも付けることもやめてしま
い、出窓には窓を塞ぐように棚が押し込ま
れた。

リビングには 13年間私が弾くためのグランド
ピアノがあった。クレーンで吊って、３階の
リビングの窓から入れたこのピアノはリビン
グの半分を占有し、煙たがれたこともあった。
引っ越しが決まった際、一番初めに処分され
てしまったが、このピアノが家にあったこと
は大切な思い出である。

イケアで買った壁にネジで付けるライト。
黄色い光。寝る前につけるライトとして購入
した。狭く、ものが多い部屋だからこそ活躍
している。

キッチンの吊り棚から吊るすキッチンペー
パー掛け。
注文した設えに加えて、父が自作で設えた。
既製品を
使わないで、あるもので賄うことで使いや
すさや無駄がなくなると思う。

３mほどの長さ廊下にちょっとした飾り棚を
設けた。階段を上がってすぐあるこの棚にちょ
こんと乗るぬいぐるみが印象的で、棚はすぐ取
り外してしまったが、記憶に残る場所である。

母の趣味で運動グッツが増える寝室。つい
にある日、トランポリンが設置された。そ
こで運動する時間の方が圧倒的に少ない
設えは、取り込んだ洗濯置きか、出かける
時の部屋着置きと化している。

万能な動かせる壁

柱と棚 ガラスの扉

凸凹の柱と梁 傘立ての比較 玄関ドア１

子供部屋の出窓

グランドピアノ 思い付いたら壁付けライト

創作道具 廊下の装飾 トランポリン
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リビングで一際存在感がないのが、テレビ
台である。
テレビ台として以外の使い道がなく、模様
替えをする頻繁にする我が家でも最も寿命
が長い部類のものである。

広いキッチンのカウンターの上でばらばら
しがちなカップ、グラス、調味料はオボン
の中に並べられていた。本来おかれる場所
でなくても、オボンに乗っているだけで正
規の居場所の様な程をなす。オボンのキャ
パを超えるものは置かれず、日常的に利用
するものしか並ばない。

給湯類はべつのオボンにまとめられてい
る。
コンセント横に位置どるこのオボンには
T-fal の他にお茶っぱ、コーヒー豆、急須な
どがまとめられている

日常的使うキッチン用品はキッチンカウン
ターの上から吊っている。ダイニグカウン
ターの上の吊り具はそれの延長でありつ
つ、輪ゴムやクリップを下げてキッチンで
必要になる道具を収納できるようにしてい
る

キッチンの奥に鎮座する冷蔵庫は玄関から
少し遠かった。扉には家族の予定を書き込
むホワイトボードが貼られている。

住み始めた当初からある白いソファ。
小さい頃は座面だけで横になれたこのソ
ファも、気付いた時には身長が伸びて、横
になると足が飛び出てしまう様になった。
成長と共にあった椅子である。

子供たちが成長し、リビングに家族全員が
座る場所がなくなった頃、買い足されたソ
ファ。メインソファとほぼ同じ大きさにも
関わらず、両端の肘掛けがない作りである
ことから少し緊張感を持って座るソファ。
座る人の居方だけでなく、周囲の家具との
配置の関係が使い方に影響していた。

長方形のリビングを二分する様に 760 ×
380 の棚が置かれている。棚の奥行きが広
いために、リビング側には家族共有の本や
インテリアの置物が置かれ、反対側には個
人の趣味のカレンダーや置物が並べられて
いて、表裏で違った趣をしている。

ティッシュの箱やリモコンなどはいつもあ
る場所というものが家族間で暗黙の認識が
ある様に思う。
それは人の動きとものの配置の関係性から
決まっていて、相談した訳でもないのに家
族それぞれが定位置として認識していると
いう過程が面白い。

リビングとキッチンのちょうど間あたりに
1400 × 300 のうちの中ではちょっと高級
な木の棚がある。
この棚は完全にインテリアとして沢山の小
物が置かれている。家族のそれぞれが各国
で買ってきたお土産が集い、団欒の空間を
賑やかにしている。

ゴミ箱として使われる前に壊れてしまったゴ
ミ箱は、綺麗だったため収納として廊下に置
かれ続けている。掃除道具が入れられたりし
ている。父のものを出しっぱなしにしたくな
い精神がゴミ箱を収納にしてしまった。

子供部屋の入り口すぐの壁に壁掛けの身長
計をつけていたが、背が伸びなくなってし
まった時点でそれも必要なくなった。ただ
の飾りとなり、機能しなくなったものは処
分され、壁には部屋の出入りによって傷つ
いた壁だけが成長の記憶を物語っている。

ある日家に帰ると、棚が出来上がっていた。
母が自前の材料で子供部屋に洋服掛けを作
成してしまった。あまり繊細な作りではない
が、使いやすい。

部屋の壁を埋めるように配置されたこの棚
は、本当に使いづらく、最後までうまく利
用することができなかった。最後の方には
埃がたまり、使わない収納になっていた。

洗濯機横の窓の上に、洗濯物を干すための
干場を後付けでつけてたが、そこに干すこ
とが当たり前になってしまった。本来干さ
ないときは折りたためる仕様だが、長い間
出しっぱなしになっている。

洗面所に後からつけられた吸盤のタオル掛
けは、すぐに取れてしまう。最終的には、
別のタオル掛けが使われるようになった。

家具と壁の隙間、物と物とのちょっとした
隙間に物を置きがちである。さも始めから
ものが並べられることを想定していたよう
な箇所が多々見受けられる。

家族が使う場所には、常に自分以外の気配
を感じることができる。風呂場の一角に最
初から風呂場で使う備品を置くよう想定
されている少しゆとりのあるスペースがあ
る。何をそこに置くとまでは決められてい
なく、緩やかな制約の中で前の人が使い終
わったものの居場所に追従する。

収納の中でも余ったスペースを居場所にす
るものたちがある。散乱しているように見
える一方で、この場所は決められたものた
ちの定位置になっていて、いつもそこに決
められて収納されているものたちだが、な
いがしろにされている場所である。

リビングには住み始めた当初から比べると
椅子が増えた。中には収納力をもつ椅子も
ある。ソファーと繋げてオットマンのよう
に使ったりもしていた。

華奢なテレビの足 居場所をつくるオボン 綺麗に見せるオボン 掛けられる場所 定位置の冷蔵庫

寝られるソファ サブソファ 表と裏の顔をもつもの 見えない居場所 集まる場所

居座り続けるもの 傷跡を残すもの 手作りタンス 使いづらい棚 即時から常時のもの

いなくなくなりがちな物 隙間を居場所にする物 集まることで生まれる場所 隙間に定着するもの 増える椅子
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トイレに置かれたカップボード。リビング
で大小の食器棚として使われたものだが、
大きい方を処分してしまった。居場所がな
くなってしまった結果、巡り巡ってトイレ
に収まった経緯をもつ。殺風景だったトイ
レは、カップボードのおかげで少し賑やか
になり、本を並べたり、おもちゃの雑貨を
飾ったりしている。下の段はトイレットペー
パーの収納に適している。

３人がコンタクト使用者がいる我が家には、
洗面所の一角にコンタクト専用の容器が一
人分ずつ平等に区分けされてある。しかし、
洗浄液やコンタクトの容器は人によって異
なり、当然その枠をはみ出てしまっている。
容器に入れる物を容器に合わせるべきか、
容器を大きいものに変えるか悩ましい。

母の仕事道具で廊下にはダンボールが常に並
んでいるが、常にあるゆえにその空間は段ボー
ルがある状態で認識していることに気がつい
た。置かれている段ボール自体は更新されて
いるのだが、来客時にも見えてしまう場所で
あることから布を被せているために段ボール
は平然とそこを定位置にしているのである。

ある日唐突に廊下の壁に収納場所を作ってし
まった。1200 長のレールの金具を取り付け
ただけで、廊下の壁は私物化され、父のクロー
ゼットのようになった。

ダイニングチェアは住み始めた当初は普通
の椅子を使用していたが、使い古して買い
直す際に回転式のものを選び現在まで使い
続けている。椅子に座ることで生まれる方
向性がなくなったことで、リビングとダイ
ニングの一体感が生まれ、家族が集った時
の空間のコミュニケーションが取りやすく
なった。

ダイニングテーブルの上部に梁を利用した
棚があり、小物や植物、中心にはライトが
設置してある。
家族が顔を合わせ、集う場所には照明と植
物とたまに見ると和むインテリアがあった。

キッチンの一角にあるフックのたくさん付
いた吊る壁掛けのインテリアには、常にい
ろいろなものがかかっていた。あるときは、
ニンニクのストリング、写真、栓抜き、ジョ
ウロ、形が気に入って買ってきたキッチン
用品（インテリアとして）など、使用目的
に限らずキッチンを彩ってきた。

長方形で横長のリビングでも、テーブルと
この真上にあるこのライトによって、リビ
ングの中心性が生まれていた。羽が回転す
ることで風も生まれて居心地が良くなる。

リビングのサブスペースにあるレール状の照明た

ち。手元を真上から照らすことのできるスポットラ

イトは自由に居場所を創出できるためリビングを有

効的に使い続けられた。母の仕事場だった時期、グ

ランドピアノが置かれた時期、父の寝室になった時

期。一つの部屋の様に様々な用途に変容させられた

のもこの照明のおかげかもしれない。

天井の角につくこの小さな引っ掛かりが、
部屋を賑やかにしくれていた。棚やテーブ
ルといった飾る場所をわざわざ儲けなくて
も、引っ掛けることによって場所を作るこ
ともできるのではないかと思う。

炊飯器は使うときだけコンセントの近くに
移動し、そのほかの時はキッチンの端にし
まえるようにキャスター付きの棚に置かれ
ていた。

私が好きな空間の陽の当たる出窓。植物が
並べられ、常に賑やかである。小学生の頃
には金魚やザリガニの水槽をこの出窓に置
いていた。母の趣味で本物のサボテンとセ
トモノのサボテン型の置物が一緒に並べら
れている。家族にとっての緑ゾーンである。

ある日母の仕事場からキッチンに移動した棚。
お菓子、パン、賞味期限が近い食べ物などと鍋
の蓋、耐熱ボウルなどよく使う調理器具が置か
れるようになった。たまたまキッチンの空いて
いた場所に置かれたが、そこはキッチンのど真
ん中であり、結果的に動線的にも最高の場所に
必要なものが置かれていた。家の中で行き場を
失った棚は、頻繁に出し入れがされる画期的な
受け皿を構築してしまっていた。

リビングにグランドピアノがあった頃、楽
譜入れにしていたこの引き出しは電子ドラ
ムの影にひっそりと置かれている。中身も
滅多に使わないものだ入っているため、開
けられることはほぼなく、日常的に視界に
入ることもほぼない。

家に入ってまず目につくものは、玄関の突き
当たりの壁のど真ん中に付く壁掛けである。
濡れた傘、コートをかける際によく使う。面
白い形をしていて、たくさん掛けられ機能的
で重宝していた。

階段の手すりがない側は、縁が 100mm 程
の木の仕上げで手すりの様に手をつく場合
以外にも、玄関の前という場所性から家族
が色々なものを仮置きする場所になってい
る。ポストに入れる手紙、持っていくお弁当、
帰ってきたときは家の鍵や買ってきた食料
を仮置きしていた。

玄関から手を伸ばせば届く位置にある階段
の手すりが、日傘や折り畳み傘、靴ベラの
定位置になっている。住み始めた当初から
この位置に掛け始めていていて慣れてし
まった今となっては傘の置き場を後から設
えようとしたことは一度もない。

別の部屋で使わなくなった棚が、空いてい
たトイレの脇のスペースに押し込まれた。
何を置くか想定して用意されたものではな
い棚には、家族４人のそれぞれのものが所
狭しと集う。
人によって物を取る面も異なり、狭いスペー
スを有効利用できている。

新築当初、４つあった洗面所のライトはい
つしか３つになっていた。機能に大した問
題は生じなかったためである。設計当初良
かれと思って計画されたことが、住むうち
に妥協され、半端なものを生み出してしま
う可能性もある。

もので溢れた空間にはそれぞれの収まる場
所を構築してしまいたくなる母によって、
真っさらだった洗面所にはゴテゴテと物た
ちの拠り所が構築された。

たらい回しの物 容量を超えるもの

壁に張り付くものたち

回るようにした椅子 梁の飾り棚

吊るすインテリア 団欒の中心 照らせるライト ピクチャーレール 車付き家電

リビングの出窓 行き場を失った棚 縁の下のもの

設えぶっているもの出迎えるもの みんなが見る場所 ものの拠り所となる場所

みんなの棚 必要十分な物 余白の壁

生きられた家

0４.  家の履歴 120

裁縫の仕事をしていた祖母の仕事場は、以前
私たち家族四人が使っていたダイニングテー
ブルを再利用している。多い時にはミシン３
台や、アイロンを使うため、安定したどっし
りとしたデスクが好きらしい。仕事の机にし
ては若干高さが高いため、回転する椅子で調
整している。

祖母のダイニングスペースの机と椅子も父
母が昔使っていたものをそのまま引き継い
だものである。
ワンルームの真ん中に丸いテーブルを置く
と、部屋を使いやすい。テーブルクロスを
かけているため、机の物持ちが良い。

３つの内の独立して置かれるこの飾り棚は
とても大切に扱われ、高級な食器やお土産、
プレゼントがあ入れられていた。

増築したため梁柱の凹凸が多く、それを利用
して突っ張り棒の設えをたくさん作っていた。
洗濯機の上に一時的に干せる場所を作ったり、
キッチンと寝室側にカーテンをして仕切った
りしていた。

一人暮らし用の狭いキッチンも、突っ張り
棒やタイルに吸盤をつけるなどしてうまく
収納していた。

一人暮らし用のユニットバスには、様々な
隙間に生活用品が並んでいた。

洗濯機周りも、洗濯機にカゴを挿入するな
どして空間をよりコンパクトに使っていた。

裁縫をしていた祖母は、何かと設えに専用
のカバーを作って利用しているものがあっ
た。

密閉したゴミ箱は、一人暮らしだと捨てる
場所と言うよりかはゴミの保管場所として
の機能が大きいように感じた。

３つで１セットの飾り棚は、狭い部屋では
バラバラに置かれていた。三つ目の高い棚
の代わりに冷蔵庫がつけられていたため、
かろうじてバランスを保っているように見
えた。

テーブルとセットの椅子は高さが 400 で
ゆったりと座れる。

仕事のデスク用のこの椅子は高さが 400-550
まで上下し、回転するためミシンで作業する
際やテレビを見るのに適している。祖母は 1
日の大半をこの椅子に座って過ごす。

ミシン用の椅子として買ったという秋田木
工の剣持スツール。高さは 450 と他の椅子
と使いわけができていて、狭い部屋の中で
３つの椅子があっても窮屈になっていない
理由はそこにあると思った。

南雲家が眠っている仏壇。祖母にプレゼント
をすると必ず仏壇にお供えしてから祖母が受
け取ることが印象的だった。黒く、威圧感が
ある古風な仏壇は棚の上に置かれ、背伸びを
しないと奥まで見えない場所に置かれていた。

玄関から部屋を全て見渡せてしまう造りだった祖母

の部屋は、玄関付近に緩衝空間を作る必要があった。

300 × 800 のこの奥行きが狭い本棚は壁の役割を

担い、玄関と部屋を区切っている。棚は玄関側から

使われ、常にロールスクリーンが掛けられていた。

反対側は布と網で固定され、カバン掛けにしている。

玄関ー本棚ーベットという順で並ぶ。
本棚には本の他に、裁縫で使うミシン糸やボ
タンなど祖母の様々な仕事道具が置かれてい
た。
ベッドは昔から使っているもので、木製のしっ
かりした造りのもの。

ワンルームであるため、全ての領域が重なっ
ているが部屋でもっとも収納力のあるこの棚
がそれぞれの領域のものを収容していた。

この下駄箱も以前使ってたものを前の家から
引き継いで持ってきたために、玄関に治らず
結果浮いたまま 18 年間使われていた。隙間
には靴が入れられ、下駄箱も安定していたた
め、問題はないようである。

前の家から持ってきた台に、木の端材を積み
上げて高さを調節していたテレビ台。台の上
にはクロスら掛けられ目隠しされているため
違和感はない。

仕事場の横に並ぶ引き出しには、仕事道具が
詰まっている。その反対にはベッドがあるた
め、引き出しの台の上にはラジオや寝る前に
使うようなものが置かれていた。写真立てと
壁にも孫の写真がたくさん並べられている。

祖母の仕事場 ダイニング

独立した飾り棚 突っ張り棒の多用 キッチンの複合棚

水回りの最終形態 コンパクトな洗濯機

なんでもカバー

ゴミ箱収納

解散した３セット

ダイニングチェア 仕事用の椅子 仕事用の椅子２

仏壇 本棚 本棚とベッド 領域をまたぐ 崖っぷちの下駄箱

仕立て直したテレビ台 領域をまたぐ
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リフォームにより半分になったガレージ。車
は二台
入り、1台分は貸しスペースで空いていると
きはそこで遊んだりした。

木製で白い塗装と、装飾がされている各部屋
のドア。装飾の窪みに埃が溜まってしまうと
いう難点もあり、定期的に掃除をするなど手
間がかかった。

各部屋、壁紙にはこだわりを持って両親はこ
の家をリフォームした。１８年の間、それぞ
れの部屋で模様替えは散々行なったが、大き
く部屋の用途を変えることがなかったのは部
屋の使い手を制限するような壁紙の配色に起
因しているように思う。

３階に上がる階段の壁との間には、リフォー
ム前の名残か隙間があった。当初は植物など
を置いていたが、掃除の際に邪魔になるため、
その内何も置かれなくなった。

リフォーム前のキッチンの壁はガラスブロッ
クだった。リフォームの際、キッチンだった
場所はトイレ、洗面台の水回りを繋ぐ廊下に
なったが、なぜかガラスブロックはそのまま
で、造作の棚の一部と化した。
現在はものが詰め込まれ、突っ張り棒でロー
ルカーテンを付けて蓋をしているため、ガラ
スブロックの必要性はない。

ものが増えたため、屋上に小屋を建てた。も
のが溜め込む場所が増えたことで、またもの
が増えるという悪循環が発生した。

住み始めた当初は屋上に出る際にわざわざ玄
関から靴を持って上がっていたが、ある日屋
上用の下足入れを祖母が作った。
それは子供部屋で使わなくなった引き出しの
カゴを抜いたもので、祖母が即興で靴箱に読
み替えてリサイクルしていた。

作り付けの玄関の下駄箱は、４人家族にとっ
ては少々小さかった。しかし、他に下駄箱を
置けるスペースもないため、常に作り付けの
下駄箱内に収まるように家族それぞれが靴の
数を制限する必要があった。

キッチンのガスコンロには当初から蓋が付い
ていたが、住み始めて１年もしない時から蓋
は常時開きっぱなしである。必要のない設え
になっている。

ガレージ ドアの模様 壁紙 階段と壁の間

リフォームの名残 屋上の増築小屋 屋上の下駄箱 玄関の下駄箱開きっぱなしの蓋

屋上

自分の部屋のカラーボックスも本が増えるに
連れて、年々増えてついに連携するまでになっ
た。若干異なる種類のボックスを繋げている
ため、バラバラな印象になってしまっている。

妹と一緒の部屋は、成長につれて狭くなり小
学生の頃は自分のベットを使っていたが、途
中で二段ベットに変えた。

最初ベランダで植物を置いていた棚も、ベラ
ンダで植物を育てるのをやめたときに不要と
なり、玄関の外に追いやられた。植物は手間
がかかるので、最終的に棚には何置かれず、
空のまま放置されていた。

テラコッタのタイルで、玄関はオレンジ色の
明るい雰囲気になっていた。汚れも目立たず、

クローゼットの中に小物を収納するのに、
何かと
衣装ケースを購入するため、どんどんケー
スも増えていった。

オレンジのリビングに合わせて買ったオレンジ色

の卓上ランプ。リビングでこのライトを使う機会

はあまりなく、ただ飾りとして置いてあるだけ

だった。

寝室のライトは一般的なシーリングライト
を使っていた。住んでいる途中で、LED に
変えたが、その前は度々切れることがよく
あり、ライトの交換もよく行った。

緑色のふかふかのマットは玄関で家に入ると
きに温かい印象を与えていた。出入り口にマッ
トがあることで、境界をまたぐことを意識す
るような瞬間もあったように思う。

花柄の壁紙と同じ柄のライトをたまたま店
で見つけて衝動買いし、ずっと大事にして
いたが汚れて捨ててしまったライト。ライ
トを置いていたテーブルも合わせてピンク
のペンキで塗装した。

勉強机として小学校入学のタイミングで買っ
た机も、サイズが合わなくなり買い換えた。
買い換える前もランドセル入れを使わなく
なったり、引き出しに入れるものも変わった
りなど変化が多々あり、もっと柔軟に使い続
けられる家具選びも必要だと思った。

子供部屋に買ったライトも、最初は使ってい
たが、いつから全く使わなくなりカバンや帽
子掛けとなった。ライトとして使わなくなっ
た後もしばらく部屋の一角で、仮掛けとして
使われた。

連結カラーボックス

二段ベッド

園芸用棚

玄関タイル

増え続ける衣装ケース

お揃いのランプ

シーリングライト

玄関の敷きマット

卓上ライト

買い直した勉強机

使わなくなった照明
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（→１階 祖母の家の履歴）

生きられた家

生きられた家から生きられる家 へ

設計目的

設計条件

我が家が生きられた所以について考察してみると、４0 年という歳月だけでなく、

大きな架構の自由度が多様な内部の読替えを生んだと考えられる。

我が家のような４本柱と壁構造といった箱状の構造体を想定して、生きられる内部空間を提案する。

具体的には、８×８m の平面内を想定し（構造が持つ範囲を示すために円形内に収まるようにする）

生きられる手法を組み合わせることで４人家族と老夫婦の２世帯住宅の生きられる家を計画する。

我が家の「生きられた手法」は「生きられる手法」として、

住まい手がより主体的に行為を空間として構造化するための設計手法となるのではないか。

生きられる家はある意味「生きられる虚構的現象」である。これは飽く迄、設えの生きられ方を規定するモデルではなく、

様々な設えを対象に生きられる手法を経験させ読み替えの一例として提示するものであり、モデルの設えは常に生きられる余地を持つ

「家は住まわれることで初めて生きられる」というアイロニカルな構造でありながらも、

生きられた家のから導く手法によって、

生きられた家の成り立つ文脈と、家との関係に修辞的範型を求める試みである。

06.  生きられる家の提案

07.  生きられる家の設計実験

記号手法

×

Phase1　第一次空間構成要素 Phase2　空間構成付加要素 Phase3　第二次空間構成要素

境界と余白を生み出す要素 動線の手がかりとなる要素

ひとの居方要素

隙間的要素 手摺的要素

開口部

出入口

段差

　段差が机として使用されたり

　開口部が床になっていたり

出入り口が椅子として使われたり

　垂直方向空間要素

　壁、床の構成要素

　壁、床の構成要素 人とものの距離感の設定 ものと人が色んな状態で存在できる居場所
ものの収納要素

棚的要素

椅子的要素

掛けられる設えの設定余白を設えて、使いこなす

設計プロセス

設計実験１　

設計実験２　

虚構現象の設えモデルの組み合わせによって、

設計実験と称し段階的に生きられる家を設計した。

設えモデルの組み合わせによる空間検討

具体的な家の機能を持った空間の提案

（実験１を受けて）

生きられた家 分類

生きられた家
抽出した家の履歴のストーリーからは日常的に

１０の生きられた要因の現象の読み替えが

繰り返し行われ続けている

開口部

出入口

段差 隙間的要素 手摺的要素

棚的要素 椅子的要素

〈分類２〉タイプ別による家の記号化

家の履歴に記述したものの機能素、動作素による分類を行った。

オープンエンドな設えである家具も、タイプによる分類を行うことにより

家を構成する設えの要素として抽出した。

設えのタイプは段差、開口部、出入り口、棚、椅子、隙間、引っ掛ける、

の７タイプに分けることができた。

我が家の段差タイプ９種類、開口部１０種類、出入り口１０種類、棚タイプは３８種類、

椅子タイプは１１種類、隙間タイプ１１種類、引っ掛けるタイプ１５種類、に分類できた。

記号化することで、設えの要素を整理した。

〈分類１〉ストーリー別による家の言語化

生きられた家の履歴で記述したストーリーから、重要な要素を

テキストとして抽出し 120 のテキストを類型化した。

我が家の履歴のテキストは、

設えの普遍、設えの拡張、設えの増殖、設えの補填、設えの付随、

設えによる制限、設えの埋没、設えの受容、設えの無視、設えの齟齬

の１０コの現象に分類できた。

言語化することで、生きられた家を作り出した現象を整理した。

設えによる制限

設えの埋没

設えの受容

設えの無視

設えの齟齬

設えの拡張

設えの増殖

設えの補填

設えの普遍

設えへの付随

05.  家の履歴の分類　　概要

生きられる家

生きられる虚構的現象生きられる手法設えのエレメント

普遍：領域の境目となる物理的高低差

増殖：階段状に離れた上下階のレベルを繋ぐ　段ごとに異なるものが置かれる

拡張：段差の高さの多様化により、様々な居方が点在する

補填：段差を利用した設えによって、段差が障壁でなく滞在場所となる

付随：段差を利用した設えによって、段差の新しい使い方が生まれる。

制限：登れない段差、机のような段差、椅子のような段差など

受容：段差があって初めて生まれた行為、段差内で設えられるもの

無視：ものが段差を埋めるように置かれる

埋没：段差周辺にものが置かれて段差が認識できなくなる

齟齬：段差にズレが生じることで、領域が分離する

普遍：600×1200　室内外を繋ぐ　

増殖：無秩序に開口部が開くことで、物置になったり居方が変化する

拡張：幅、奥行き、高さの変化によって家具のような役割をする

補填：開口部がそのまま居場所になる　机、ベッド、

付随：開口部に連続したり、関連するものが置かれる

制限：開口の大きさによって生まれる行為、開口内で設えられるもの

受容：開口を最大限利用した居方

無視：開口部をもので塞ぐ

埋没：開口部を塞いでしまう

齟齬：領域が分断される

普遍：750×2000　室内外を繋ぐ　

増殖：無秩序に開口部が開くことで、物置になったり居方が変化する

拡張：幅、奥行き、高さの変化によって家具のような役割をする

補填：開口部がそのまま居場所になる　机、ベッド、

付随：開口部に連続したり、関連するものが置かれる

制限：開口の大きさによって生まれる行為、開口内で設えられるもの

受容：開口を最大限利用した居方

無視：開口部をもので塞ぐ

埋没：開口部を塞いでしまう

齟齬：領域が分断される

開口部

出入口

段差

設えによる制限

設えの埋没

設えの受容

設えの無視

設えの齟齬

設えの拡張

設えの増殖

設えの補填

設えの普遍

設えへの付随

Phase1 を用いた 手法×記号 の具体例
記号に手法を適応し虚構現象からモデルを作る過程を Phase2.3 も同様に行う

　総　括

生きられる家

生きられた家から生きられる家を創ることは

一般的な「設えてそこに在る空間」と「使い手の経験の記憶」の

ギャップを少し埋めるような設計手法の提案であり、

生きられる家の設えは使い手の欲動を体現するために、

常に積極的に読み替えられるものとして存在していく。

これは、我々が生活する上で様々に生じる不確定な要素や問題に対し、

常に生きられる手法によって更新を繰り返しながら、

しなやかに順応し続ける空間に肉薄する試みである

椅子系　ものー人が色んな状態で

　　存在できる居場所

棚系　ものー人がより近い居場所

隙間系　境界と余白領域を生み出す要素

掛ける系　境界と余白領域を生み出す要素

手すりが出入り口なっていたり

段差が棚として使用されたり

開口部が床になっていたり

出入り口が椅子として使われたり

隙間が段差になっていたり

読み替えられ続けている　　垂直方向空間要素　段差

　壁、床の構成要素　開口部

手摺　　動線の手がかりとなる要素

　壁、床の構成要素　出入口

生きられる家

　総　括

生きられる家

生きられた家から生きられる家を創ることは

一般的な「設えてそこに在る空間」と「使い手の経験の記憶」の

ギャップを少し埋めるような設計手法の提案であり、

生きられる家の設えは使い手の欲動を体現するために、

常に積極的に読み替えられるものとして存在していく。

これは、我々が生活する上で様々に生じる不確定な要素や問題に対し、

常に生きられる手法によって更新を繰り返しながら、

しなやかに順応し続ける空間に肉薄する試みである

椅子系　ものー人が色んな状態で

　　存在できる居場所

棚系　ものー人がより近い居場所

隙間系　境界と余白領域を生み出す要素

掛ける系　境界と余白領域を生み出す要素

手すりが出入り口なっていたり

段差が棚として使用されたり

開口部が床になっていたり

出入り口が椅子として使われたり

隙間が段差になっていたり

読み替えられ続けている　　垂直方向空間要素　段差

　壁、床の構成要素　開口部

手摺　　動線の手がかりとなる要素

　壁、床の構成要素　出入口

生きられる家

東京電機大学大学院 未来科学研究科 建築学専攻

日野雅司建築設計研究室　修士２年　庄井  早緑



Model B
「リビング的・手法ミックスのModelB」
リビングとして家族全員が集える広さを確保しながら、１０の手法の設え全てが使われているため、多様な居場所が点在して手法の掛け合わせによる相乗効果が見られた。

家族の気配を感じながら個々人がくつろぎ、時には一体感が生まれるような空間構成になっている。

（１）リビングのように広々使える空間も、
段差・手すり・椅子が

身体的な居場所を作り出す

（４）拡張の手法を用いた出入り口は椅子となり
中間領域に数人が集える小さな居場所が生まれる

（３）埋没の手法を用いた出入り口は
家の中の共有空間と個人の空間を曖昧につなぐ

（２）様々な設えの手法が入り混じることによって
繋がりつつ区切られている

家族の距離感ならではのリビングができる

(1)

(3)

(4)

(2)

拡張

拡張

拡張

付随

付随

埋没

埋没

そご

そご

生きられる家　設計実験 1

増殖

拡張

補足

制限

無視

付随

埋没

受容

そご

生きられる家　設計実験 1

増殖

増殖
拡張

拡張

補足

補足

制限

制限

無視

無視

付随

付随

埋没

受容

受容

そご

「寝室的・手法まとまりのModelC」
家族それぞれの個室に空間が区切られ、一個室は同じ手法の設えで構成されているModel3。
一見どの居室の似たように見えるが、使い方を考察すると一室一室はそれぞれの手法の設えによって居方を制限されている。
つまり、部屋の性格が生まれてくる。その分、部屋と部屋の接点は多様な居方が生じてくることもわかった。

（２）寝室にもなる空間は、人や状況に応じて変化する
多様な絡まりしろができている

（４）寝室では手すりを使いこなすことで
空間が柔軟に変化する

（１）齟齬の手法を用いた一室は人が集まると
視線の見え隠れが発生し、

子供にとってはより楽しい設えとなる

（３）個室と個室の交流点では様々な設えが交錯することで
思い想いの自分の居場所を作れる

Model C

(1)

(3)

(4)

(2)

増殖

拡張

補足

制限

無視

付随

埋没

受容

そご

「寝室的・手法ミックスのModelD」
家族それぞれの個室に空間が区切られ、一個室は２つ以上の手法の設えで構成されているModelD。
４つの個室は棚の開け閉めによって繋がったり閉じられたりして設えによって自然に家族の交流生まれる仕組みになっている。
一個室の中に様々な手法の設えがあることによって一人が一室内で多様な居場所を発見することが出来そうである。

（１）あらゆる手法の設えが点在する一室の中では
様々な過ごし方ができる

（４）各々のお気に入りの過ごし方がみつけられる

（２）埋没の手法を用いた出入り口は、
壁として認識され個室を区切る

ときに手すりを用いて完全に塞ぐこともできる

Model D

(1)

(3)

(4)

(2)

生きられる家　設計実験 1

（３）増殖の手法を用いた設えは部屋間を区切りつつ
部屋の裏側では繋がりを持った別の性質の空間となる

拡張

補足

補足

制限

制限

無視

無視

付随

付随

付随

埋没

そご

増殖

拡張

補足

制限

無視

付随

埋没

受容

そご

生きられる家　設計実験 1

４つのモデルを作成し、平面内に用いる「設えモデルの要素の数」と「手法の数」を操作した

08.　設計実験１　設えモデルの組み合わせによる空間検討

　　　　

　　　　

手法の数
多い

用いる要素が多い

一つの空間は狭い

用いる要素が少ない

一つの空間は広い

生きられ方が単一

生きられる手法がまとまって在る
生きられ方が豊富

生きられる手法が散りばめて在る

手法の数
少ない

多い

要素の数

少ない
要素の数

リビング的 ( ワンルーム )

寝室的（個室）

手法バラバラ手法まとまりModel.A

Model.C

Model.B

Model.D

Model.A Model.B

Model.C Model.D

増殖

拡張

補足

制限

無視

付随

埋没

受容

そご

増殖

増殖

補足

補足

制限

制限 そご

そご 拡張

拡張

拡張

付随

付随

埋没

埋没

そご

そご

拡張

補足

補足

制限

制限

無視

無視

付随

付随

付随

埋没

そご

増殖

増殖
拡張

拡張

補足

補足

制限

制限

無視

無視

付随

付随

埋没

受容

受容

そご

生きられる家　設計実験１

増殖

拡張

補足

制限

無視

付随

埋没

受容

そご

Model A
「リビング的・手法まとまりのModelA」
家族が集う空間が４つの手法の空間によって緩やかに繋がっているModelA。
手法ごとに異なる質の集える空間が展開するため、家族皆が共にに様々な過ごし方ができる。
広い空間でも、手すりや椅子を多く設けることによって柔軟な空間構成が可能となった。

（２）増殖の手法を用いた開口部は様々なもの巡って
家族がそれぞれの居場所から覗き込み、交流が生まれる

（４）手すりは段差を跨いで
周囲に身体的なスケールの領域を作り出す

（１）段差の増殖によって段々の設えが生まれ
新しい形のリビングとなる

（３）段差や手すりの設えによって臨機応変に空間を使う

(1)

(3)

(4)

(2)

増殖

増殖

補足

補足

制限

制限 そご

そご

生きられる家　設計実験１

増殖

拡張

補足

制限

無視

付随

埋没

受容

そご

Model A
「リビング的・手法まとまりのModelA」
家族が集う空間が４つの手法の空間によって緩やかに繋がっているModelA。
手法ごとに異なる質の集える空間が展開するため、家族皆が共にに様々な過ごし方ができる。
広い空間でも、手すりや椅子を多く設けることによって柔軟な空間構成が可能となった。

（２）増殖の手法を用いた開口部は様々なもの巡って
家族がそれぞれの居場所から覗き込み、交流が生まれる

（４）手すりは段差を跨いで
周囲に身体的なスケールの領域を作り出す

（１）段差の増殖によって段々の設えが生まれ
新しい形のリビングとなる

（３）段差や手すりの設えによって臨機応変に空間を使う

(1)

(3)

(4)

(2)

増殖

増殖

補足

補足

制限

制限 そご

そご

Model B
「リビング的・手法ミックスのModelB」
リビングとして家族全員が集える広さを確保しながら、１０の手法の設え全てが使われているため、多様な居場所が点在して手法の掛け合わせによる相乗効果が見られた。

家族の気配を感じながら個々人がくつろぎ、時には一体感が生まれるような空間構成になっている。

（１）リビングのように広々使える空間も、
段差・手すり・椅子が
身体的な居場所を作り出す

（４）拡張の手法を用いた出入り口は椅子となり
中間領域に数人が集える小さな居場所が生まれる

（３）埋没の手法を用いた出入り口は
家の中の共有空間と個人の空間を曖昧につなぐ

（２）様々な設えの手法が入り混じることによって
繋がりつつ区切られている

家族の距離感ならではのリビングができる

(1)

(3)

(4)

(2)

拡張

拡張

拡張

付随

付随

埋没

埋没

そご

そご

生きられる家　設計実験 1

増殖

拡張

補足

制限

無視

付随

埋没

受容

そご

Model B
「リビング的・手法ミックスのModelB」
リビングとして家族全員が集える広さを確保しながら、１０の手法の設え全てが使われているため、多様な居場所が点在して手法の掛け合わせによる相乗効果が見られた。

家族の気配を感じながら個々人がくつろぎ、時には一体感が生まれるような空間構成になっている。

（１）リビングのように広々使える空間も、
段差・手すり・椅子が

身体的な居場所を作り出す

（４）拡張の手法を用いた出入り口は椅子となり
中間領域に数人が集える小さな居場所が生まれる

（３）埋没の手法を用いた出入り口は
家の中の共有空間と個人の空間を曖昧につなぐ

（２）様々な設えの手法が入り混じることによって
繋がりつつ区切られている

家族の距離感ならではのリビングができる

(1)

(3)

(4)

(2)

拡張

拡張

拡張

付随

付随

埋没

埋没

そご

そご

生きられる家　設計実験 1

増殖

拡張

補足

制限

無視

付随

埋没

受容

そご

「寝室的・手法ミックスのModelD」
家族それぞれの個室に空間が区切られ、一個室は２つ以上の手法の設えで構成されているModelD。
４つの個室は棚の開け閉めによって繋がったり閉じられたりして設えによって自然に家族の交流生まれる仕組みになっている。
一個室の中に様々な手法の設えがあることによって一人が一室内で多様な居場所を発見することが出来そうである。

（１）あらゆる手法の設えが点在する一室の中では
様々な過ごし方ができる

（４）各々のお気に入りの過ごし方がみつけられる

（２）埋没の手法を用いた出入り口は、
壁として認識され個室を区切る

ときに手すりを用いて完全に塞ぐこともできる

Model D

(1)

(3)

(4)

(2)

生きられる家　設計実験 1

（３）増殖の手法を用いた設えは部屋間を区切りつつ
部屋の裏側では繋がりを持った別の性質の空間となる

拡張

補足

補足

制限

制限

無視

無視

付随

付随

付随

埋没

そご

増殖

拡張

補足

制限

無視

付随

埋没

受容

そご

「寝室的・手法ミックスのModelD」
家族それぞれの個室に空間が区切られ、一個室は２つ以上の手法の設えで構成されているModelD。
４つの個室は棚の開け閉めによって繋がったり閉じられたりして設えによって自然に家族の交流生まれる仕組みになっている。
一個室の中に様々な手法の設えがあることによって一人が一室内で多様な居場所を発見することが出来そうである。

（１）あらゆる手法の設えが点在する一室の中では
様々な過ごし方ができる

（４）各々のお気に入りの過ごし方がみつけられる

（２）埋没の手法を用いた出入り口は、
壁として認識され個室を区切る

ときに手すりを用いて完全に塞ぐこともできる

Model D

(1)

(3)

(4)

(2)

生きられる家　設計実験 1

（３）増殖の手法を用いた設えは部屋間を区切りつつ
部屋の裏側では繋がりを持った別の性質の空間となる

拡張

補足

補足

制限

制限

無視

無視

付随

付随

付随

埋没

そご

増殖

拡張

補足

制限

無視

付随

埋没

受容

そご

Model B
Model D

Model A
Model C

(1)

(1)

(1)

(1)

(3)

(3)

(3)

(3)

(4)

(4)

(4)

(4)

(2)

(2)
(2)

(2)

要
素
の
数
（
部
屋
の
数
）

生きられる家　設計実験 1

増殖

増殖
拡張

拡張

補足

補足

制限

制限

無視

無視

付随

付随

埋没

受容

受容

そご

「寝室的・手法まとまりのModelC」
家族それぞれの個室に空間が区切られ、一個室は同じ手法の設えで構成されているModel3。
一見どの居室の似たように見えるが、使い方を考察すると一室一室はそれぞれの手法の設えによって居方を制限されている。
つまり、部屋の性格が生まれてくる。その分、部屋と部屋の接点は多様な居方が生じてくることもわかった。

（２）寝室にもなる空間は、人や状況に応じて変化する
多様な絡まりしろができている

（４）寝室では手すりを使いこなすことで
空間が柔軟に変化する

（１）齟齬の手法を用いた一室は人が集まると
視線の見え隠れが発生し、

子供にとってはより楽しい設えとなる

（３）個室と個室の交流点では様々な設えが交錯することで
思い想いの自分の居場所を作れる

Model C

(1)

(3)

(4)

(2)

増殖

拡張

補足

制限

無視

付随

埋没

受容

そご

生きられる家　設計実験 1

増殖

増殖
拡張

拡張

補足

補足

制限

制限

無視

無視

付随

付随

埋没

受容

受容

そご

「寝室的・手法まとまりのModelC」
家族それぞれの個室に空間が区切られ、一個室は同じ手法の設えで構成されているModel3。
一見どの居室の似たように見えるが、使い方を考察すると一室一室はそれぞれの手法の設えによって居方を制限されている。
つまり、部屋の性格が生まれてくる。その分、部屋と部屋の接点は多様な居方が生じてくることもわかった。

（２）寝室にもなる空間は、人や状況に応じて変化する
多様な絡まりしろができている

（４）寝室では手すりを使いこなすことで
空間が柔軟に変化する

（１）齟齬の手法を用いた一室は人が集まると
視線の見え隠れが発生し、

子供にとってはより楽しい設えとなる

（３）個室と個室の交流点では様々な設えが交錯することで
思い想いの自分の居場所を作れる

Model C

(1)

(3)

(4)

(2)

増殖

拡張

補足

制限

無視

付随

埋没

受容

そご

生きられる家　設計実験 1

４つのモデルを作成し、平面内に用いる「設えモデルの要素の数」と「手法の数」を操作した

08.　設計実験１　設えモデルの組み合わせによる空間検討

　　　　

　　　　

手法の数
多い

用いる要素が多い

一つの空間は狭い

用いる要素が少ない

一つの空間は広い

生きられ方が単一

生きられる手法がまとまって在る
生きられ方が豊富

生きられる手法が散りばめて在る

手法の数
少ない

多い

要素の数

少ない
要素の数

リビング的 ( ワンルーム )

寝室的（個室）

手法バラバラ手法まとまりModel.A

Model.C

Model.B

Model.D

Model.A Model.B

Model.C Model.D

手法の数



生きられた家 分類

生きられた家
抽出した家の履歴のストーリーからは日常的に

１０の生きられた要因の現象の読み替えが

繰り返し行われ続けている

開口部

出入口

段差 隙間的要素 手摺的要素

棚的要素 椅子的要素

〈分類２〉タイプ別による家の記号化

家の履歴に記述したものの機能素、動作素による分類を行った。

オープンエンドな設えである家具も、タイプによる分類を行うことにより

家を構成する設えの要素として抽出した。

設えのタイプは段差、開口部、出入り口、棚、椅子、隙間、引っ掛ける、

の７タイプに分けることができた。

我が家の段差タイプ９種類、開口部１０種類、出入り口１０種類、棚タイプは３８種類、

椅子タイプは１１種類、隙間タイプ１１種類、引っ掛けるタイプ１５種類、に分類できた。

記号化することで、設えの要素を整理した。

〈分類１〉ストーリー別による家の言語化

生きられた家の履歴で記述したストーリーから、重要な要素を

テキストとして抽出し 120 のテキストを類型化した。

我が家の履歴のテキストは、

設えの普遍、設えの拡張、設えの増殖、設えの補填、設えの付随、

設えによる制限、設えの埋没、設えの受容、設えの無視、設えの齟齬

の１０コの現象に分類できた。

言語化することで、生きられた家を作り出した現象を整理した。

設えによる制限

設えの埋没

設えの受容

設えの無視

設えの齟齬

設えの拡張

設えの増殖

設えの補填

設えの普遍

設えへの付随

05.  家の履歴の分類　　概要

生きられた家 ＜分類１＞ストーリー別

　　　　　　　　　　　　　　 　　 　第３章　生きられた家の履歴の分類

設えの補填

-25-

設えの補填：　元からある設えの欠点を意図的に補う現象
廊下につけたレール、飾り棚、脱いだ服を洗濯する前にまとめるかご、お風呂の椅子、台車、など
廊下など長く何もない壁、動線上においてものの拠り所がない場所、身体の拠り所がない場所、など生活する上で生じ
てくるあらゆる余白に既存の設えを補うために買い足したものや、造りつけたものがあげられる。家に住み始めて早い
段階で補填されたものが多いが、その時の気分や長年使って飽きた時など、突然その設えがなくなったり、更新された
りするものもある

炊飯器は使うときだけコンセントの近くに移動し、
そのほかの時はキッチンの端にしまえるようにキャ
スター付きの棚に置かれていた。

ワゴンの上の炊飯器
使ったバスタオルを広げて乾く設えがないため、
タオル掛けを使っている。折りたためて、場所を
取らずたくさんかけられるため使い勝手が良かっ
た。運動靴などを洗った後上において干すことも
あった。

お風呂場には座れる設えがなかった。
買い換えることが多かったが、常に風呂場には椅子
があった。

折りたたみタオル掛け 風呂の椅子

２mほどのリビングに続く廊下にちょっとした飾り
棚を設けた。この棚にちょこんと飾られるぬいぐる
みが印象的で、棚はすぐ取り外してしまったが、記
憶に残る場所である。

廊下の装飾
蓋をすればみえなくなるカゴはおそらく一般的な洗
濯カゴである。設計者はカゴがおかれる場所まで想
像していただろうか。
屋上へつづく動線上におかれるうちのカゴはしばし
ば障害物となる。

洗濯のカゴ

祖母がミシン用の椅子として買ったという秋田木工
の剣持スツール。高さは 450 と他の椅子より低く、
安定していて使いわけされていた。狭い部屋の中で
３つの椅子があっても窮屈になっていない。

仕事用の椅子２

イケアで買った壁にネジで付けるライト。
黄色い光で、寝る前につけるライトとして購入した。
狭く、ものが多い部屋だからこそ活躍している。

思い付いたら壁付けライト

ある日突然、廊下の壁にも収納場所を作ってしまっ
た。1200 長のレールの金具を取り付けただけで、
廊下の壁は私物化され、父のクローゼットのように
なった。

壁に張り付くものたち
家に入ってまず目につくものは、玄関の突き当たり
の壁のど真ん中に付く壁掛けである。濡れた傘、コー
トをかける際によく使う。面白い形をしていて、た
くさん掛けられ機能的にも活躍しているので重宝し
ていた。

出迎えるもの

洗面所に後からつけられた吸盤のタオル掛けは、
すぐに取れてしまう。最終的には、別のタオル掛け
が使われるようになった。

いなくなくなりがちな物

多色展開する IKEAの商品のイスを気に入った父
が、一部屋一つあるくらい揃えてしまった。実際、
あっても気にならない小さなイスは非常に使い勝手
が良く、一時的な腰掛け、踏み台、サイドテーブル
などあらゆるシチュエーションで活躍している。

住み始めた当初は屋上に出る際にわざわざ玄関から
靴を持って上がっていたが、ある日祖母が屋上用の
下足入れを作った。
それは子供部屋で使わなくなった引き出しのカゴを
抜いたもので、祖母が即興で靴箱に読み替えてリサ
イクルした。

ちっちゃな万能椅子

屋上の下駄箱

屋上

リビングに置かれている雑誌や新聞受けとして使わ
れるインテリア。読む前と読んだ後の一時的な受け
皿として機能していた。

新聞の退避場所

　　　　　　　　　　　　　　 　　 　第３章　生きられた家の履歴の分類

設えの増殖

別の部屋で使わなくなった棚が、空いていたトイレ
の脇のスペースに押し込まれた。
何を置くか想定して用意されたものではない棚に
は、家族４人のそれぞれのものが所狭しと集う。
人によって物を取る面も異なり、狭いスペースを
有効利用できている。

もので溢れた空間にはそれぞれの収まる場所を構築
してしまいたくなる家族によって、真っさらだった
洗面所の壁にはゴテゴテと物たちの拠り所が構築さ
れた。

リビングには住み始めた当初から比べると椅子が増
えた。中には収納力をもつ椅子もある。ソファーと
繋げてオットマンのように使ったりもしていた。

みんなの棚余白の壁

増える椅子

ある日家に帰ると、棚が出来上がっていた。
母が自前の材料で子供部屋に洋服掛けを作成してし
まった。あまり繊細な作りではないが、使いやすい。

設えのような重量感のもの
洋服タンスは部屋の中でも結構な重量感で鎮座して
いた。幅も厚みもある引き出しのタンスは部屋の柱
や出窓と同じくらいの存在感をもつ。

子供部屋では、中学生ごろからバックや帽子が増え
て、かける場所が必要になった。クローゼットでは
なく、取りやすい場所の収納は仕切りのない部屋で
儲けるのは難しい。壁状で収納力のある突っ張りの
棚は便利であったが、部屋をきれいにはみせてくれ
ない。

手作りタンス

ピンクのタンス壁状の収納

キッチンの一角にあるフックのたくさん付いた吊る
壁掛けのインテリアには、常にいろいろなものがか
かっていた。あるときは、ニンニクのストリング、
写真、栓抜き、ジョウロ、形が気に入って買ってき
たキッチン用品（インテリアとして）など、使用目
的に限らずキッチンを彩ってきた。

吊るすインテリア
リビングのサブスペースにあるレール状の照明た
ち。手元を真上から照らすことのできるスポットラ
イトは自由に居場所を創出できるためリビングを有
効的に使い続けられた。母の仕事場だった時期、グ
ランドピアノが置かれた時期、父の寝室になった時
期。一つの部屋の様に様々な用途に変容させられた
のもこの照明のおかげかもしれない。

照らせるライト
リビングとキッチンのちょうど間あたりに 1400 ×
300 のうちの中ではちょっと高級な木の棚がある。
この棚は完全にインテリアとして沢山の小物が置か
れている。家族のそれぞれが各国で買ってきたお土
産が集い、団欒の空間を賑やかにしている。

集まる場所

カーテンは後から突っ張り棒でリング状の金具で設
置した。突っ張り棒には、いつの間にかカーテンだ
けでなく時計やネームプレートなどもぶら下げられ
た。

カーテンと ...

何もない壁は寂しい。ポスターや陶器が壁に飾られ
る。模様替えの度に位置が変えられた。

壁を飾るものたち

仕事場の横に並ぶ引き出しには、仕事道具が詰まっ
ている。その反対にはベッドがあるため、引き出し
の台の上にはラジオや寝る前に使うようなものが置
かれていた。写真立てと壁にも孫の写真がたくさん
並べられている。

領域をまたぐ
ものが増えたため、屋上に小屋を建てた。ものが溜
め込む場所が増えたことで、またものが増えるとい
う悪循環が発生した。

屋上の増築小屋

設えの増殖：　設え・ものが無秩序に増えていく現象白い壁（余白）を利用した設え、壁状の収納、目的を持たずに設

置されたリビングの棚、収納できる椅子、空いているスペースに移動させられる贅肉のような棚など

暮らすために必要な家具やものを揃え終わった後の余白を見つけ、さらに増えるものの拠り所となる設えを作っている。

「設えの拡張」と異なるのは設えを無秩序に増殖させている点であり、日常生活の上で仮になくても生活できるものであ

る。逆に、最も「生きられている空間らしさ」を作り出している設えであるとも言える。

我が家の玄関とは対照的に、祖母の家の玄関はリ
フォームの際に新調したもので部屋が増設されたこ
とがわかる仕様である。

玄関ドア２

-22-
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設えによる制限：　能動的に設えられ、強制力が強い設えに起こる現象

既存の設えによって容量が決まっているもの、後から設けた設えでも領域や振る舞いを制限するもの、自らものを広げ

過ぎないようにまたは認識しやすくするために領域を設定したもの、など

生活する上で、領域を自ら設定することで生きやすくなるシーンが多々存在することがわかった。

この項で抽出した例は、自ら決定した領域内でやりくりできているものが多いが、中には結果的に設えを拡張したものや、

設えを補填するものになったものもある。

リフォーム後、父と母は階段を上がった所の手摺の
デザインにびっくりしたという。希望は金属のシン
プルな手摺だったが、あいにく木でしか用意できず、
しかも出来上がって見たら、想定外の意匠が施され
ていた。木のため、家事や水回りが集中してる場所
にも関わらず、濡れたタオルなどを描けたりできず、
機能的にはよくない。

全室フローリングの我が家では各デスクの下に絨毯
を敷いている。私のデスク周りの絨毯は、デスクで
作業をする最小限の面積で、部屋の中での私個人の
スペースを規定している。

キッチンの一角に大きなパントリー用の棚がある。
立方の空間は居住性があり、幼い頃は頻繁にかくれ
んぼで隠れた場所である。近年はもっぱら食料や
キッチン用品でいっぱいの棚だが、幼い頃にこの空
間の特異性に興味を持ったきっかけを忘れずにいた
い。

過度な意匠領域を決める敷物

パントリーの棚

広いキッチンのカウンターの上でばらばらしがちな
カップ、グラス、調味料はオボンの中に並べられて
いた。本来おかれる場所でなくても、オボンに乗っ
ているだけで正規の居場所の様な程をなす。オボン
のキャパを超えるものは置かれず、日常的に利用す
るものしか並ばない。

給湯類はべつのオボンにまとめられている。
コンセント横に位置どるこのオボンにはT-fal の他
にお茶っぱ、コーヒー豆、急須などがまとめられて
いる

居場所をつくるオボン 綺麗に見せるオボン
長方形で横長のリビングでも、テーブルとこの真上
にあるこのライトによって、リビングの中心性が生
まれていた。羽が回転することで風も生まれて居心
地が良くなる。

団欒の中心

私が好きな空間の陽の当たる出窓。植物が並べられ、
常に賑やかである。小学生の頃には金魚やザリガニ
の水槽をこの出窓に置いていた。家族の趣味で本物
のサボテンとセトモノのサボテン型の置物が一緒に
並べられている。家族にとっての緑ゾーンである。

リビングの出窓

子供たちが成長し、リビングに家族全員が座る場所
がなくなった頃、買い足されたソファ。メインソ
ファとほぼ同じ大きさにも関わらず、両端の肘掛け
がない作りであることから少し緊張感を持って座る
ソファ。座る人の居方だけでなく、周囲の家具との
配置の関係が使い方に影響していた。

サブソファ
３つの内の独立して置かれるこの飾り棚はとても大
切に扱われ、高級な食器やお土産、プレゼントがあ
入れられていた。

独立した飾り棚
父がなんでも詰め込んでしまうクローゼット。中で
は、設えてあった棚板を抜き、ハンガーパイプを突っ
込んでいた。基本的に父の私物しか入っておらず、
全貌を私は見たことがない。

ブラックボックスの収納
ベランダだった場所をリフォームで室内にしたこと
によって、柱と壁の間に微妙な隙間ができた。ちょ
うど一つ棚が置ける程度の大きさで、部屋の模様替
えを何度しようとその棚だけは定位置だった。

リビングと廊下を仕切る扉はガラスになっていて、
リビングが見通せたため、人の気配を感じることが
できた。料理をするとガラスが曇ったり、部屋と廊
下の温度差を見ることもあった。

築４０年という歳月を感じるのは、一般的な住宅よ
りも低い天井と、柱、梁の収まりが悪く、大架構ゆ
えに太い梁がいたるところに見られる点である。20
年前に大きな構造体は変えないままリフォームに
よって中の計画が変更されているため、水回り付近
ではさらなる凸凹が見られる。

柱と棚

ガラスの扉 凸凹の柱と梁
各部屋、壁紙にはこだわりを持って両親はこの家を
リフォームした。１８年の間、それぞれの部屋で模
様替えは散々行なったが、大きく部屋の用途を変え
ることがなかったのは部屋の使い手を制限するよう
な壁紙の配色に起因しているように思う。

壁紙
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設えの付随：　設えに連動して作られる設えの現象
回転椅子と踏み台、コンセントの前の植栽、洗濯機の周辺、ベットと本棚、テレビとテレビ台、引き出しと仏壇、リビ

ングとテーブルなど、既存の設えとは別の要素であるが、関連するものか置かれるようになるシーンが見られた。

設えの増殖に変わりないが、設えの質の優先順位としては高く、日常生活の基準となる身体的スケールを作り出してい
る現象が多い。

リビングのテーブルは大きく、幼い頃はこのテーブ
ルで宿題をしたりした。普段は父のパソコンや新聞
が置かれている。ダイニグテーブルでもあり、テレ
ビをみながら食べるとき、大人数で食べるときはこ
のテーブルを利用する。ダイニグカウンターとテー
ブルが近いことで、コンパクトで居心地のよいリビ
ングとキッチンになっていたと思う。

テレビの横に父が植物を置いた。なんでそこに置く
のだろうと思ったが、よく見たらその後ろには、コ
ンセントのタコ足が集結していた。見たくないもの
を無意識に隠す様な配置になっていた。

集いやすさを生むもの

目隠しになるもの
窓際の洗濯機には洋服と洗濯に必要なあらゆるもの
が集まる。洗濯機をはじめ、乾燥機、カゴなど電化
製品をコンパクトに収納できる場所が必要だと感じ
る。

洗濯機に集まるものたち
洗濯機横の窓の上に、洗濯物を干すための干場を後
付けでつけてたが、そこに干すことが当たり前に
なってしまった。本来干さないときは折りたためる
仕様だが、長い間出しっぱなしになっている。

即時から常時のもの
祖母の家で使われているダイニングチェア。テーブ
ルとセットの椅子は高さが 400 でゆったりと座れ
る。

祖母の仕事のデスク用のこの椅子は高さが 400-550
まで上下し、回転するためミシンで作業する際やテ
レビを見るのに適している。祖母は 1日の大半をこ
の椅子に座って過ごす。

南雲家が眠っている仏壇。祖母にプレゼントをする
と必ず仏壇にお供えしてから祖母が受け取ることが
印象的だった。黒く、威圧感がある古風な仏壇は棚
の上に置かれ、背伸びをしないと奥まで見えない場
所に置かれていた。

玄関ー本棚ーベットという順で並ぶ。
本棚には本の他に、裁縫で使うミシン糸やボタンな
ど祖母の様々な仕事道具が置かれていた。
ベッドは４０年前から使っているもので、木製の
しっかりした造り。

ダイニングチェア

仕事用の椅子 仏壇 本棚とベッド
リビングで縁の下の力持ち的存在がテレビ台であ
る。存在感が薄いが、DVDのデッキやその他の備
品を収納するのに適している。

華奢なテレビの足

祖母は裁縫の仕事をしていて、設えも自分で作って
いるものが多い。鏡や、仕事で使うトルソーにも
埃が掛からないようにと布でカバーをあつらえてい
た。

なんでもカバー

生きられた家 ＜分類１＞ストーリー別
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リビングには 13 年間グランドピアノがあった。
クレーンで吊って、３階のリビングの窓から入れた
このピアノはリビングの半分を占有し、煙たがれる
こともあった。引っ越しが決まった際、一番初めに
処分されてしまったが、このピアノが家にあったこ
とで生まれた思い出は何物にも変え難い。

グランドピアノ

食器のほかに電子レンジもおかれている。
かつてはカップボードとセットの食器棚がおかれて
いたが、地震を機に皿が落ちてこないような安全な
棚に買い換えた。
機能的には便利であるが、本来予定された配置では
ないのにうまく使い続けられているのが不思議であ
る。

長年使い続けている飾り棚。飾りたいけど、「ちょっ
といいもの」「割れると怖いもの」「ホコリをかぶせ
たくないもの」はこの飾り棚にいれてきた。しかし
リビングの隅っこに置かれていたため、存在感が薄
い。忘れていた頃に見て思い出すくらいのものが多
い。

後付けの食器棚

許容する飾り棚
トイレに置かれたカップボード。リビングで大小の
食器棚として使われたものだが、大きい方を処分し
てしまった。居場所がなくなってしまった結果、巡
り巡ってトイレに収まった経緯をもつ。殺風景だっ
たトイレは、カップボードのおかげで少し賑やかに
なり、本を並べたり、おもちゃの雑貨を飾ったりし
ている。下の段はトイレットペーパーの収納に適し
ている。

たらい回しの物

ゴミ箱として使われる前に壊れてしまったゴミ箱
は、綺麗だったため収納として廊下に置かれ続けて
いる。掃除道具が入れられたりしている。父のもの
を出しっぱなしにしたくない精神がゴミ箱を収納に
してしまった ,,,

居座り続けるもの
家族が使う場所には、常に自分以外の気配を感じる
ことができる。風呂場の一角に最初から風呂場で使
う備品を置くよう想定されている少しゆとりのある
スペースがある。何をそこに置くとまでは決められ
ていなく、緩やかな制約の中で前の人が使い終わっ
たものの居場所に追従する。

集まることで生まれる場所
天井の角につくこの小さな引っ掛かりが、部屋を賑
やかにしくれていた。棚やテーブルといった飾る場
所をわざわざ儲けなくても、引っ掛けることによっ
て場所を作ることもできるのではないかと思う。

ピクチャーレール
リビングの出窓とは反対に窓先には隣の家が隣接し
ているため、光が入りにくい子供部屋の出窓は、もっ
ぱら物置になってしまっていた。住み始めた当初は
カーテンをつけ、リビングのように小物を飾ってい
たが、そのうちカーテンも付けることもやめてしま
い、出窓には窓を塞ぐように棚が押し込まれた。

子供部屋の出窓

作り付けの玄関の下駄箱は、４人家族にとっては
少々小さかった。しかし、他に下駄箱を置けるスペー
スもないため、常に作り付けの下駄箱内に収まるよ
うに家族それぞれが靴の数を制限する必要があっ
た。

玄関の下駄箱
両親の寝室には梁の下に造作の棚が設えられてあっ
た。最初は本がたくさん入れられていたが、後に寝
室は母の仕事部屋になったため、壁沿いに母の仕事
のデスクを付けて、書類などの収納として役立って
いた。

造作棚

ピアノをやめてドラムを始めた妹の趣味。
リビングの一角に置かれた。

電子ドラム

設えによる許容：　妥協、寛容性によって起こる現象　

お風呂場に設えられた窪み、普通よりちょっと広いトイレ、廊下の空きスペースにおかれるもの、など

少し余裕があるからこそ生まれた振舞いは常に家の限られたスペースを十分使いこなしてきた結果だと言える。一旦設

えた後も、その空間には常に変更できる余地があり、仮置きだったはずが常に置かれるようになったり、ある日突然な

くなって、空間が広々する時もあった。
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設えの埋没
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母は趣味で楽器を買って、すっかり弾かなくなって
自分の部屋の片隅で埃を被っている。

温められる楽器

前の家から持ってきた台に、木の端材を積み上げて
高さを調節していたテレビ台。台の上にはクロスら
掛けられ目隠しされているため違和感はない。

仕立て直したテレビ台
住み始めた当初買った白い大きなソファ。
小さい頃は座面だけで横になれたこのソファも、気付
いた時には身長が伸びて、横になると足が飛び出てし
まう様になった。自分の成長と共にあったソファであ
る。

寝られるソファ

母の仕事道具で廊下にはダンボールが常に並んでい
るが、常にあるゆえにその空間は段ボールがある状
態で認識していることに気がついた。置かれている
段ボール自体は更新されているのだが、来客時にも
見えてしまう場所であることから布を被せているた
めに段ボールは平然とそこを一場所にしているので
ある。

設えぶっているもの
引っ越してきた当初小１だった私が、一番気になっ
た場所が階段下の納戸だった。三角の扉に、プッシュ
式で隠れる取手。住み始めてすぐにものが詰め込ま
れ部屋として使うことはなかった、憧れていたこと
が懐かしい。

憧れの秘密の部屋
９畳あまりの子供部屋を６歳から 24 歳まで妹と使
用できたのはこの壁があったからだ。散々模様替え
をしてこの壁を使い倒してきた。何の縛りもない動
く壁は家を長く住みこなす上で欠かせないかもしれ
ない。

万能な動かせる壁

子供部屋の入り口すぐの壁に壁掛けの身長計をつけ
ていたが、背が伸びなくなってしまった時点でそれ
も必要なくなった。ただの飾りとなり、機能しなく
なったものは処分され、壁には部屋の出入りによっ
て傷ついた壁だけが成長の記憶を物語っている。

傷跡を残すもの
リビングにグランドピアノがあった頃、楽譜入れに
していたこの引き出しは電子ドラムの影にひっそり
と置かれている。中身も滅多に使わないものだ入っ
ているため、開けられることはほぼなく、日常的に
視界に入ることもほぼない。

縁の下のもの

設えの埋没：　時間が経って住みこなされた我が家特有の現象

ものによって設えに時間が刻まれた現象、長年居続けたものが設えのようなに意識することもない存在になった現象、

など

時間の経過が、ものを使い出した当初には想定されない結果を生んだものが多い。分類の中で、最も私たち家族の質が

生み出してしまった現象と言える。

リフォームにより半分の広さになったガレージ。
車は二台入り、1台分は貸しスペースで空いている
ときはそこで遊んだりした。

ガレージ

生きられた家 ＜分類１＞ストーリー別

キッチンの奥に鎮座する冷蔵庫は玄関から少し遠
かった。扉には家族の予定を書き込むホワイトボー
ドが貼られている。

定位置の冷蔵庫
祖母のダイニングスペースの机と椅子も父母が昔
使っていたものをそのまま引き継いだものである。
ワンルームの真ん中に丸いテーブルを置くと、部屋
を使いやすい。テーブルクロスをかけているため、
机の物持ちが良い。

ダイニング
ティッシュの箱やリモコンなどはいつもある場所と
いうものが家族間で暗黙の認識がある様に思う。
それは人の動きとものの配置の関係性から決まって
いて、相談した訳でもないのに家族それぞれが定位
置として認識しているという過程が面白い。

見えない居場所

裁縫の仕事をしていた祖母の仕事場は、以前私たち
家族四人が使っていたダイニングテーブルを再利用
している。多い時にはミシン３台や、アイロンを使
うため、安定したどっしりとしたデスクが好きらし
い。仕事の机にしては若干高さが高いため、回転す
る椅子で調整している。

祖母の仕事場

リビングは週末に度々父が模様替えすることがあっ
た。小物やインテリアの場所も変わるため、特に時
計は見ることが習慣になっていた場所を見てしまう
ことが多々あった。

各部屋にあるゴミ箱。
ゴミ箱にもそれぞれ定位置があり、みえない居場所
を確保している。

時計の居場所ゴミ箱の位置

我が家の玄関ドアは、築４０年ものである。
焦げ茶の木製で、重く、年季が入っている。
リフォームした際に変更しなかったため、この家の
人間の出入りを４０年間見守ってきたことになる。
左側の格子状の部分は当初はポストになっていた
が、今は塞がれてドア部分に後付けで付けている。
元からある設えを上手に継承しながら、更新すると
ころは上手く馴染ませて使い続けている。

玄関ドア１
階段下からも、廊下からも、玄関からも、洗面所か
らも、あらゆるシーンで見える時計がある。動線の
交差点に置かれる道具や装飾ほど記憶に残りやす
い。

見通せる場所の時計
建築当初からある外階段は玄関へのアプローチに
なっている。定期的にペンキが禿げると家族で塗り
直しを行った。

木製で白い塗装と、装飾がされている各部屋のド
ア。装飾の窪みに埃が溜まってしまうという難点も
あり、定期的に掃除をするなど手間がかかった。

外階段 ドアの模様

設えの普遍：　その場所にしか置けない、あるいは定位置になった現象

冷蔵庫、時計、ゴミ箱、ティッシュ、リモコンなど、どんな家にも必ず存在し、ないと暮らしていけないものでもある

これらの設えは、最も早い段階で現れる設えである。生きられた空間の初期要素であり基準となる設えと考える。
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3-2-2　分析

１２０の履歴のテキストで近いものを類型化すると、１０の設えの手法に分類できた。

設えの普遍
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設えの拡張

３人がコンタクト使用者がいる我が家には、洗面所
の一角にコンタクト専用の容器が一人分ずつ平等に
区分けされてある。しかし、洗浄液やコンタクトの
容器は人によって異なり、当然その枠をはみ出てし
まっている。容器に入れる物を容器に合わせるべき
か、容器を大きいものに変えるか悩ましい。

家具と壁の隙間、物と物とのちょっとした隙間に
物を置きがちである。さも始めからものが並べられ
ることを想定していたような箇所が多々見受けられ
る。

収納の中でも余ったスペースを居場所にするものた
ちがある。散乱しているように見える一方で、この
場所は決められたものたちの定位置になっていて、
いつもそこに決められて収納されているものたちだ
が、ないがしろにされている場所である。

容量を超えるもの隙間に侵食する物隙間に定着するもの

階段の手すりがない側は、縁が 100mm程の木の仕
上げで手すりの様に手をつく場合以外にも、玄関の
前という場所性もあって家族が色々なものを仮置き
する場所になっている。ポストに入れる手紙、持っ
ていくお弁当、帰ってきたときは家の鍵や買ってき
た食料を仮置きしている。

玄関から手を伸ばせば届く位置にある階段の手すり
が、日傘や折り畳み傘、靴ベラの定位置になってい
る。住み始めた当初からこの位置に掛け始めていて
いて慣れてしまった今となっては傘の置き場を後か
ら設えようとしたことは一度もない。

みんなが見る場所ものの拠り所となる場所

ダイニングチェアは住み始めた当初は普通の椅子を
使用していたが、使い古して買い直す際に回転式の
ものを選び現在まで使い続けている。椅子に座るこ
とで生まれる方向性がなくなったことで、リビング
とダイニングの一体感が生まれ、家族が集った時の
空間のコミュニケーションが取りやすくなった。

ダイニングテーブルの上部に梁を利用した棚があ
り、小物や植物、中心にはライトが設置してある。
家族が顔を合わせ、集う場所には照明と生き物と
たまに見ると和むインテリアがあった。

回るようにした椅子

梁の飾り棚

日常的使うキッチン用品はキッチンカウンターの上
から吊っている。ダイニグカウンターの上の吊り具
はそれの延長でありつつ、輪ゴムやクリップを下げ
てキッチンで必要になる道具を収納できるようにし
ている

掛けられる場所

ある日母の仕事場からキッチンにやってきた棚。お
菓子、パン、賞味期限が近い食べ物などと鍋の蓋、
耐熱ボウルなどよく使う調理器具が置かれるように
なった。たまたまキッチンの空いていた場所に置か
れたが、そこはキッチンのど真ん中であり、結果的
に動線的にも最高の場所に必要なものが置かれてい
た。家の中で行き場を失った棚は、頻繁に出し入れ
がされる画期的な受け皿を構築してしまっていた。

行き場を失った棚
キッチンの吊り棚から吊るすキッチンペーパー掛け。
注文した設えに加えて、父が自作で設えた。既製品を
使わないで、あるもので賄うことで使いやすさや無駄
がなくなると思う。

母の趣味で運動グッツが増える寝室。ついにある日、
トランポリンが設置された。そこで運動する時間の
方が圧倒的に少ない設えは、取り込んだ洗濯置きか、
出かける時の部屋着置きと化している。

創作道具 トランポリンの末路

４人家族の我が家と一人で暮らす祖母の傘立ては対
照的であった。我が家のものは、最初から４本しか
傘が立てられない仕様のため傘が増えた時は壁に立
て掛けたり、別の設えを玄関に作る必要があった。
一方、祖母の玄関にある傘立ては一見一人暮らし向
けではなく、玄関の広さの割合からしても幅をとる
傘立てを使っていたが、傘が増えた時にも対応でき
る「傘のための場所」が確保されていた。

傘立ての比較

設えの拡張：　設えに絡みついてきたもの、設えの延長上で増える現象

階段の手摺による吊るす行為の拡張、増殖するものの隙間の利用による洗面台の拡張、梁を利用した天袋によるものの

拡張、贅肉の棚、創作の家具、延長のつり棚、スポットライトによる居場所の拡張、回転椅子への変化による空間認識

の拡張、ものの増殖による入れ物の拡張、収納の中の収納の隙間の拡張、ライトを設置したことによる新しい居場所の

拡張、など

すでに存在する設えに習いつつ、その空間の使い方やものの置き方や更新の仕方に工夫を凝らして使い勝手の良い場所

を作りたい欲動が現れている現象である
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生きられた家 ＜分類１＞ストーリー別
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設えの齟齬
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玄関から部屋を全て見渡せてしまう造りだった祖母
の部屋は、玄関付近に緩衝空間を作る必要があった。
300 × 800 のこの奥行きが狭い本棚は壁の役割を担
い、玄関と部屋を区切っている。棚は玄関側から
使われ、常にロールスクリーンが掛けられていた。
反対側は布と網で固定され、カバン掛けにしている。

壁となった本棚
ワンルームであるため、全ての領域が重なっている
が部屋でもっとも収納力のあるこの棚がそれぞれの
領域のものを収容していた。

領域をまたぐ
３つで１セットの飾り棚は、狭い部屋ではバラバラ
に置かれていた。三つ目の高い棚の代わりに冷蔵庫
がつけられていたため、かろうじてバランスを保っ
ているように見えた。

解散した３セット
長方形のリビングを二分する様に 760 × 380 の棚が
置かれている。棚の奥行きが広いために、リビング
側には家族共有の本やインテリアの置物が置かれ、
反対側には個人の趣味のカレンダーや置物が並べら
れていて、表裏で違った趣をしている。

表と裏の顔をもつもの

設えの齟齬：　空間ともの単体に齟齬があるときに起こる現象　

広い空間の中で身体的スケールを獲得するとき、狭い空間で様々な用途のものを同居させる時、など

比較的大きな設えになると、身体的スケールを獲得するために一つの家具を意識的に分離して使っていたりする。
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設えの無視
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東側で、通りに面したベランダは、小学生の頃朝顔
を育てたりしたが、枯れて落ちた葉やゴミでベラン
ダの排水溝が詰まったりなど、掃除が大変なことも
あり、そのうち何も置かなくなってしまった。

３階に上がる階段の壁との間には、リフォーム前の
名残か隙間があった。当初は植物などを置いていた
が、掃除の際に邪魔になるため、その内何も置かれ
なくなった。

使われなくなったベランダ階段と壁の間

この下駄箱も以前使ってたものを前の家から引き継
いで持ってきたために、玄関に治らず結果浮いたま
ま 18 年間使われていた。隙間には靴が入れられ、
下駄箱も安定していたため、問題はないようである。

崖っぷちの下駄箱
新築当初、４つあった洗面所のライトはいつしか
３つになっていた。機能に大した問題は生じな
かったためである。設計当初良かれと思って計画
されたことが、住むうちに妥協され、半端なもの
を生み出してしまう可能性もある。

必要十分な物

部屋の壁を埋めるように配置されたこの棚は、本当
に使いづらく、最後までうまく利用することができ
なかった。最後の方には埃がたまり、使わない収納
になっていた。

使いづらい棚

キッチンのガスコンロには当初から蓋が付いていた
が、住み始めて１年もしない時から蓋は常時開きっ
ぱなしである。必要のない設えになっている。

開きっぱなしの蓋
リフォーム前のキッチンの壁はガラスブロックだっ
た。リフォームの際、キッチンだった場所はトイレ、
洗面台の水回りを繋ぐ廊下になったが、なぜかガラ
スブロックはそのままで、造作の棚の一部と化した。
現在はものが詰め込まれ、突っ張り棒でロールカー
テンを付けて蓋をしているため、ガラスブロックの
必要性はない。

リフォームの名残

設えの無視：　将来的に必要なさそうなものに起こる現象

良かれと思って設えたものを使わなくなった現象、設えに合わないのを無視して強引においている現象など

長年の生活の中で家族の怠惰や妥協が生んでしまった現象。

生きられた家
抽出した家の履歴のストーリーからは日常的に

１０の生きられるための手法の読み替えが

繰り返し行われ続けている

1普 遍

2拡 張

3増 殖

4補 填

5付 随

6制 限

7受 容

8無 視

9埋 没

10 齟齬

生きられる手法

設えによる制限

設えの埋没

設えの受容

設えの無視

設えの齟齬

設えの拡張

設えの増殖

設えの補填

設えの普遍

設えへの付随

生きられた家 ＜分類１＞ストーリー別

我が家の設えのテキストは１０に分類できた。
１０の分類は我が家の内部、すなわち「家を生かしてきた手法」と考えることができる。１０の手法は、家族の記憶や
経験から記述した１シーンから抽出したテキストの類型であるため、一つの出来事が一つの手法で言い表されるわけで
はない。つまり、生きられた家では常に代わる代わるこれらの手法の読替えを繰り返すことによって空間を生かし続け、
使いこなしてきたと考えられる。
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設えの制限
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設えによる制限：　能動的に設えられ、強制力が強い設えに起こる現象

既存の設えによって容量が決まっているもの、後から設けた設えでも領域や振る舞いを制限するもの、自らものを広げ

過ぎないようにまたは認識しやすくするために領域を設定したもの、など

生活する上で、領域を自ら設定することで生きやすくなるシーンが多々存在することがわかった。

この項で抽出した例は、自ら決定した領域内でやりくりできているものが多いが、中には結果的に設えを拡張したものや、

設えを補填するものになったものもある。

リフォーム後、父と母は階段を上がった所の手摺の
デザインにびっくりしたという。希望は金属のシン
プルな手摺だったが、あいにく木でしか用意できず、
しかも出来上がって見たら、想定外の意匠が施され
ていた。木のため、家事や水回りが集中してる場所
にも関わらず、濡れたタオルなどを描けたりできず、
機能的にはよくない。

全室フローリングの我が家では各デスクの下に絨毯
を敷いている。私のデスク周りの絨毯は、デスクで
作業をする最小限の面積で、部屋の中での私個人の
スペースを規定している。

キッチンの一角に大きなパントリー用の棚がある。
立方の空間は居住性があり、幼い頃は頻繁にかくれ
んぼで隠れた場所である。近年はもっぱら食料や
キッチン用品でいっぱいの棚だが、幼い頃にこの空
間の特異性に興味を持ったきっかけを忘れずにいた
い。

過度な意匠領域を決める敷物

パントリーの棚

広いキッチンのカウンターの上でばらばらしがちな
カップ、グラス、調味料はオボンの中に並べられて
いた。本来おかれる場所でなくても、オボンに乗っ
ているだけで正規の居場所の様な程をなす。オボン
のキャパを超えるものは置かれず、日常的に利用す
るものしか並ばない。

給湯類はべつのオボンにまとめられている。
コンセント横に位置どるこのオボンにはT-fal の他
にお茶っぱ、コーヒー豆、急須などがまとめられて
いる

居場所をつくるオボン 綺麗に見せるオボン
長方形で横長のリビングでも、テーブルとこの真上
にあるこのライトによって、リビングの中心性が生
まれていた。羽が回転することで風も生まれて居心
地が良くなる。

団欒の中心

私が好きな空間の陽の当たる出窓。植物が並べられ、
常に賑やかである。小学生の頃には金魚やザリガニ
の水槽をこの出窓に置いていた。家族の趣味で本物
のサボテンとセトモノのサボテン型の置物が一緒に
並べられている。家族にとっての緑ゾーンである。

リビングの出窓

子供たちが成長し、リビングに家族全員が座る場所
がなくなった頃、買い足されたソファ。メインソ
ファとほぼ同じ大きさにも関わらず、両端の肘掛け
がない作りであることから少し緊張感を持って座る
ソファ。座る人の居方だけでなく、周囲の家具との
配置の関係が使い方に影響していた。

サブソファ
３つの内の独立して置かれるこの飾り棚はとても大
切に扱われ、高級な食器やお土産、プレゼントがあ
入れられていた。

独立した飾り棚
父がなんでも詰め込んでしまうクローゼット。中で
は、設えてあった棚板を抜き、ハンガーパイプを突っ
込んでいた。基本的に父の私物しか入っておらず、
全貌を私は見たことがない。

ブラックボックスの収納
ベランダだった場所をリフォームで室内にしたこと
によって、柱と壁の間に微妙な隙間ができた。ちょ
うど一つ棚が置ける程度の大きさで、部屋の模様替
えを何度しようとその棚だけは定位置だった。

リビングと廊下を仕切る扉はガラスになっていて、
リビングが見通せたため、人の気配を感じることが
できた。料理をするとガラスが曇ったり、部屋と廊
下の温度差を見ることもあった。

築４０年という歳月を感じるのは、一般的な住宅よ
りも低い天井と、柱、梁の収まりが悪く、大架構ゆ
えに太い梁がいたるところに見られる点である。20
年前に大きな構造体は変えないままリフォームに
よって中の計画が変更されているため、水回り付近
ではさらなる凸凹が見られる。

柱と棚

ガラスの扉 凸凹の柱と梁
各部屋、壁紙にはこだわりを持って両親はこの家を
リフォームした。１８年の間、それぞれの部屋で模
様替えは散々行なったが、大きく部屋の用途を変え
ることがなかったのは部屋の使い手を制限するよう
な壁紙の配色に起因しているように思う。

壁紙
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設えの付随
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設えの付随：　設えに連動して作られる設えの現象
回転椅子と踏み台、コンセントの前の植栽、洗濯機の周辺、ベットと本棚、テレビとテレビ台、引き出しと仏壇、リビ

ングとテーブルなど、既存の設えとは別の要素であるが、関連するものか置かれるようになるシーンが見られた。

設えの増殖に変わりないが、設えの質の優先順位としては高く、日常生活の基準となる身体的スケールを作り出してい
る現象が多い。

リビングのテーブルは大きく、幼い頃はこのテーブ
ルで宿題をしたりした。普段は父のパソコンや新聞
が置かれている。ダイニグテーブルでもあり、テレ
ビをみながら食べるとき、大人数で食べるときはこ
のテーブルを利用する。ダイニグカウンターとテー
ブルが近いことで、コンパクトで居心地のよいリビ
ングとキッチンになっていたと思う。

テレビの横に父が植物を置いた。なんでそこに置く
のだろうと思ったが、よく見たらその後ろには、コ
ンセントのタコ足が集結していた。見たくないもの
を無意識に隠す様な配置になっていた。

集いやすさを生むもの

目隠しになるもの
窓際の洗濯機には洋服と洗濯に必要なあらゆるもの
が集まる。洗濯機をはじめ、乾燥機、カゴなど電化
製品をコンパクトに収納できる場所が必要だと感じ
る。

洗濯機に集まるものたち
洗濯機横の窓の上に、洗濯物を干すための干場を後
付けでつけてたが、そこに干すことが当たり前に
なってしまった。本来干さないときは折りたためる
仕様だが、長い間出しっぱなしになっている。

即時から常時のもの
祖母の家で使われているダイニングチェア。テーブ
ルとセットの椅子は高さが 400 でゆったりと座れ
る。

祖母の仕事のデスク用のこの椅子は高さが 400-550
まで上下し、回転するためミシンで作業する際やテ
レビを見るのに適している。祖母は 1日の大半をこ
の椅子に座って過ごす。

南雲家が眠っている仏壇。祖母にプレゼントをする
と必ず仏壇にお供えしてから祖母が受け取ることが
印象的だった。黒く、威圧感がある古風な仏壇は棚
の上に置かれ、背伸びをしないと奥まで見えない場
所に置かれていた。

玄関ー本棚ーベットという順で並ぶ。
本棚には本の他に、裁縫で使うミシン糸やボタンな
ど祖母の様々な仕事道具が置かれていた。
ベッドは４０年前から使っているもので、木製の
しっかりした造り。

ダイニングチェア

仕事用の椅子 仏壇 本棚とベッド
リビングで縁の下の力持ち的存在がテレビ台であ
る。存在感が薄いが、DVDのデッキやその他の備
品を収納するのに適している。

華奢なテレビの足

祖母は裁縫の仕事をしていて、設えも自分で作って
いるものが多い。鏡や、仕事で使うトルソーにも
埃が掛からないようにと布でカバーをあつらえてい
た。

なんでもカバー

生きられた家 ＜分類１＞ストーリー別
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設えの受容
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リビングには 13 年間グランドピアノがあった。
クレーンで吊って、３階のリビングの窓から入れた
このピアノはリビングの半分を占有し、煙たがれる
こともあった。引っ越しが決まった際、一番初めに
処分されてしまったが、このピアノが家にあったこ
とで生まれた思い出は何物にも変え難い。

グランドピアノ

食器のほかに電子レンジもおかれている。
かつてはカップボードとセットの食器棚がおかれて
いたが、地震を機に皿が落ちてこないような安全な
棚に買い換えた。
機能的には便利であるが、本来予定された配置では
ないのにうまく使い続けられているのが不思議であ
る。

長年使い続けている飾り棚。飾りたいけど、「ちょっ
といいもの」「割れると怖いもの」「ホコリをかぶせ
たくないもの」はこの飾り棚にいれてきた。しかし
リビングの隅っこに置かれていたため、存在感が薄
い。忘れていた頃に見て思い出すくらいのものが多
い。

後付けの食器棚

許容する飾り棚
トイレに置かれたカップボード。リビングで大小の
食器棚として使われたものだが、大きい方を処分し
てしまった。居場所がなくなってしまった結果、巡
り巡ってトイレに収まった経緯をもつ。殺風景だっ
たトイレは、カップボードのおかげで少し賑やかに
なり、本を並べたり、おもちゃの雑貨を飾ったりし
ている。下の段はトイレットペーパーの収納に適し
ている。

たらい回しの物

ゴミ箱として使われる前に壊れてしまったゴミ箱
は、綺麗だったため収納として廊下に置かれ続けて
いる。掃除道具が入れられたりしている。父のもの
を出しっぱなしにしたくない精神がゴミ箱を収納に
してしまった ,,,

居座り続けるもの
家族が使う場所には、常に自分以外の気配を感じる
ことができる。風呂場の一角に最初から風呂場で使
う備品を置くよう想定されている少しゆとりのある
スペースがある。何をそこに置くとまでは決められ
ていなく、緩やかな制約の中で前の人が使い終わっ
たものの居場所に追従する。

集まることで生まれる場所
天井の角につくこの小さな引っ掛かりが、部屋を賑
やかにしくれていた。棚やテーブルといった飾る場
所をわざわざ儲けなくても、引っ掛けることによっ
て場所を作ることもできるのではないかと思う。

ピクチャーレール
リビングの出窓とは反対に窓先には隣の家が隣接し
ているため、光が入りにくい子供部屋の出窓は、もっ
ぱら物置になってしまっていた。住み始めた当初は
カーテンをつけ、リビングのように小物を飾ってい
たが、そのうちカーテンも付けることもやめてしま
い、出窓には窓を塞ぐように棚が押し込まれた。

子供部屋の出窓

作り付けの玄関の下駄箱は、４人家族にとっては
少々小さかった。しかし、他に下駄箱を置けるスペー
スもないため、常に作り付けの下駄箱内に収まるよ
うに家族それぞれが靴の数を制限する必要があっ
た。

玄関の下駄箱
両親の寝室には梁の下に造作の棚が設えられてあっ
た。最初は本がたくさん入れられていたが、後に寝
室は母の仕事部屋になったため、壁沿いに母の仕事
のデスクを付けて、書類などの収納として役立って
いた。

造作棚

ピアノをやめてドラムを始めた妹の趣味。
リビングの一角に置かれた。

電子ドラム

設えによる許容：　妥協、寛容性によって起こる現象　

お風呂場に設えられた窪み、普通よりちょっと広いトイレ、廊下の空きスペースにおかれるもの、など

少し余裕があるからこそ生まれた振舞いは常に家の限られたスペースを十分使いこなしてきた結果だと言える。一旦設

えた後も、その空間には常に変更できる余地があり、仮置きだったはずが常に置かれるようになったり、ある日突然な

くなって、空間が広々する時もあった。
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母は趣味で楽器を買って、すっかり弾かなくなって
自分の部屋の片隅で埃を被っている。

温められる楽器

前の家から持ってきた台に、木の端材を積み上げて
高さを調節していたテレビ台。台の上にはクロスら
掛けられ目隠しされているため違和感はない。

仕立て直したテレビ台
住み始めた当初買った白い大きなソファ。
小さい頃は座面だけで横になれたこのソファも、気付
いた時には身長が伸びて、横になると足が飛び出てし
まう様になった。自分の成長と共にあったソファであ
る。

寝られるソファ

母の仕事道具で廊下にはダンボールが常に並んでい
るが、常にあるゆえにその空間は段ボールがある状
態で認識していることに気がついた。置かれている
段ボール自体は更新されているのだが、来客時にも
見えてしまう場所であることから布を被せているた
めに段ボールは平然とそこを一場所にしているので
ある。

設えぶっているもの
引っ越してきた当初小１だった私が、一番気になっ
た場所が階段下の納戸だった。三角の扉に、プッシュ
式で隠れる取手。住み始めてすぐにものが詰め込ま
れ部屋として使うことはなかった、憧れていたこと
が懐かしい。

憧れの秘密の部屋
９畳あまりの子供部屋を６歳から 24 歳まで妹と使
用できたのはこの壁があったからだ。散々模様替え
をしてこの壁を使い倒してきた。何の縛りもない動
く壁は家を長く住みこなす上で欠かせないかもしれ
ない。

万能な動かせる壁

子供部屋の入り口すぐの壁に壁掛けの身長計をつけ
ていたが、背が伸びなくなってしまった時点でそれ
も必要なくなった。ただの飾りとなり、機能しなく
なったものは処分され、壁には部屋の出入りによっ
て傷ついた壁だけが成長の記憶を物語っている。

傷跡を残すもの
リビングにグランドピアノがあった頃、楽譜入れに
していたこの引き出しは電子ドラムの影にひっそり
と置かれている。中身も滅多に使わないものだ入っ
ているため、開けられることはほぼなく、日常的に
視界に入ることもほぼない。

縁の下のもの

設えの埋没：　時間が経って住みこなされた我が家特有の現象

ものによって設えに時間が刻まれた現象、長年居続けたものが設えのようなに意識することもない存在になった現象、

など

時間の経過が、ものを使い出した当初には想定されない結果を生んだものが多い。分類の中で、最も私たち家族の質が

生み出してしまった現象と言える。

リフォームにより半分の広さになったガレージ。
車は二台入り、1台分は貸しスペースで空いている
ときはそこで遊んだりした。

ガレージ

生きられた家 ＜分類１＞ストーリー別

設えによる制限

リフォーム後、父と母は階段を上がった所の手摺の
デザインにびっくりしたという。希望は金属のシン
プルな手摺だったが、あいにく木でしか用意できず、
しかも出来上がって見たら、想定外の意匠が施され
ていた。木のため、家事や水回りが集中してる場所
にも関わらず、濡れたタオルなどを描けたりできず、
機能的にはよくない。

全室フローリングの我が家では各デスクの下に絨毯
を敷いている。私のデスク周りの絨毯は、デスクで
作業をする最小限の面積で、部屋の中での私個人の
スペースを規定している。

キッチンの一角に大きなパントリー用の棚がある。
立方の空間は居住性があり、幼い頃は頻繁にかくれ
んぼで隠れた場所である。近年はもっぱら食料や
キッチン用品でいっぱいの棚だが、幼い頃にこの空
間の特異性に興味を持ったきっかけを忘れずにいた
い。

過度な意匠領域を決める敷物

パントリーの棚

広いキッチンのカウンターの上でばらばらしがちな
カップ、グラス、調味料はオボンの中に並べられて
いた。本来おかれる場所でなくても、オボンに乗っ
ているだけで正規の居場所の様な程をなす。オボン
のキャパを超えるものは置かれず、日常的に利用す
るものしか並ばない。

給湯類はべつのオボンにまとめられている。
コンセント横に位置どるこのオボンにはT-fal の他
にお茶っぱ、コーヒー豆、急須などがまとめられて
いる

居場所をつくるオボン 綺麗に見せるオボン
長方形で横長のリビングでも、テーブルとこの真上
にあるこのライトによって、リビングの中心性が生
まれていた。羽が回転することで風も生まれて居心
地が良くなる。

団欒の中心
私が好きな空間の陽の当たる出窓。植物が並べられ、
常に賑やかである。小学生の頃には金魚やザリガニ
の水槽をこの出窓に置いていた。家族の趣味で本物
のサボテンとセトモノのサボテン型の置物が一緒に
並べられている。家族にとっての緑ゾーンである。

リビングの出窓

子供たちが成長し、リビングに家族全員が座る場所
がなくなった頃、買い足されたソファ。メインソ
ファとほぼ同じ大きさにも関わらず、両端の肘掛け
がない作りであることから少し緊張感を持って座る
ソファ。座る人の居方だけでなく、周囲の家具との
配置の関係が使い方に影響していた。

サブソファ
３つの内の独立して置かれるこの飾り棚はとても大
切に扱われ、高級な食器やお土産、プレゼントがあ
入れられていた。

独立した飾り棚
父がなんでも詰め込んでしまうクローゼット。中で
は、設えてあった棚板を抜き、ハンガーパイプを突っ
込んでいた。基本的に父の私物しか入っておらず、
全貌を私は見たことがない。

ブラックボックスの収納
ベランダだった場所をリフォームで室内にしたこと
によって、柱と壁の間に微妙な隙間ができた。ちょ
うど一つ棚が置ける程度の大きさで、部屋の模様替
えを何度しようとその棚だけは定位置だった。

リビングと廊下を仕切る扉はガラスになっていて、
リビングが見通せたため、人の気配を感じることが
できた。料理をするとガラスが曇ったり、部屋と廊
下の温度差を見ることもあった。

築４０年という歳月を感じるのは、一般的な住宅よ
りも低い天井と、柱、梁の収まりが悪く、大架構ゆ
えに太い梁がいたるところに見られる点である。20
年前に大きな構造体は変えないままリフォームに
よって中の計画が変更されているため、水回り付近
ではさらなる凸凹が見られる。

柱と棚 ガラスの扉 凸凹の柱と梁

設えによる制限：　能動的に設えられ、強制力が強い設えに起こる現象
既存の設えによって容量が決まっているもの、後から設けた設えでも領域や振る舞いを制限するもの、自らものを広げ過ぎないようにまたは認識しやすくする
ために領域を設定したもの、など
生活する上で、領域を自ら設定することで生きやすくなるシーンが多々存在することがわかった。
この項で抽出した例は、自ら決定した領域内でやりくりできているものが多いが、中には結果的に設えを拡張したものや、設えを補填するものになったものも
ある。

各部屋、壁紙にはこだわりを持って両親はこの家を
リフォームした。１８年の間、それぞれの部屋で模
様替えは散々行なったが、大きく部屋の用途を変え
ることがなかったのは部屋の使い手を制限するよう
な壁紙の配色に起因しているように思う。

壁紙

設えの補填
設えへの付随

炊飯器は使うときだけコンセントの近くに移動し、
そのほかの時はキッチンの端にしまえるようにキャ
スター付きの棚に置かれていた。

リビングのテーブルは大きく、幼い頃はこのテーブ
ルで宿題をしたりした。普段は父のパソコンや新聞
が置かれている。ダイニグテーブルでもあり、テレ
ビをみながら食べるとき、大人数で食べるときはこ
のテーブルを利用する。ダイニグカウンターとテー
ブルが近いことで、コンパクトで居心地のよいリビ
ングとキッチンになっていたと思う。

テレビの横に父が植物を置いた。なんでそこに置く
のだろうと思ったが、よく見たらその後ろには、コ
ンセントのタコ足が集結していた。見たくないもの
を無意識に隠す様な配置になっていた。

ワゴンの上の炊飯器

集いやすさを生むもの

目隠しになるもの
使ったバスタオルを広げて乾く設えがないため、
タオル掛けを使っている。折りたためて、場所を
取らずたくさんかけられるため使い勝手が良かっ
た。運動靴などを洗った後上において干すことも
あった。

お風呂場には座れる設えがなかった。
買い換えることが多かったが、常に風呂場には椅子
があった。

折りたたみタオル掛け 風呂の椅子

２mほどのリビングに続く廊下にちょっとした飾り
棚を設けた。この棚にちょこんと飾られるぬいぐる
みが印象的で、棚はすぐ取り外してしまったが、記
憶に残る場所である。

廊下の装飾
蓋をすればみえなくなるカゴはおそらく一般的な洗
濯カゴである。設計者はカゴがおかれる場所まで想
像していただろうか。
屋上へつづく動線上におかれるうちのカゴはしばし
ば障害物となる。

洗濯のカゴ

祖母がミシン用の椅子として買ったという秋田木工
の剣持スツール。高さは 450 と他の椅子より低く、
安定していて使いわけされていた。狭い部屋の中で
３つの椅子があっても窮屈になっていない。

仕事用の椅子２
イケアで買った壁にネジで付けるライト。
黄色い光で、寝る前につけるライトとして購入した。
狭く、ものが多い部屋だからこそ活躍している。

思い付いたら壁付けライト

ある日突然、廊下の壁にも収納場所を作ってしまっ
た。1200 長のレールの金具を取り付けただけで、
廊下の壁は私物化され、父のクローゼットのように
なった。

壁に張り付くものたち
家に入ってまず目につくものは、玄関の突き当たり
の壁のど真ん中に付く壁掛けである。濡れた傘、コー
トをかける際によく使う。面白い形をしていて、た
くさん掛けられ機能的にも活躍しているので重宝し
ていた。

出迎えるもの

洗面所に後からつけられた吸盤のタオル掛けは、
すぐに取れてしまう。最終的には、別のタオル掛け
が使われるようになった。

いなくなくなりがちな物
窓際の洗濯機には洋服と洗濯に必要なあらゆるもの
が集まる。洗濯機をはじめ、乾燥機、カゴなど電化
製品をコンパクトに収納できる場所が必要だと感じ
る。

洗濯機に集まるものたち
洗濯機横の窓の上に、洗濯物を干すための干場を後
付けでつけてたが、そこに干すことが当たり前に
なってしまった。本来干さないときは折りたためる
仕様だが、長い間出しっぱなしになっている。

即時から常時のもの

多色展開する IKEAの商品のイスを気に入った父
が、一部屋一つあるくらい揃えてしまった。実際、
あっても気にならない小さなイスは非常に使い勝手
が良く、一時的な腰掛け、踏み台、サイドテーブル
などあらゆるシチュエーションで活躍している。

住み始めた当初は屋上に出る際にわざわざ玄関から
靴を持って上がっていたが、ある日祖母が屋上用の
下足入れを作った。
それは子供部屋で使わなくなった引き出しのカゴを
抜いたもので、祖母が即興で靴箱に読み替えてリサ
イクルした。

ちっちゃな万能椅子屋上の下駄箱

屋上

祖母の家で使われているダイニングチェア。テーブ
ルとセットの椅子は高さが 400 でゆったりと座れ
る。

祖母の仕事のデスク用のこの椅子は高さが 400-550
まで上下し、回転するためミシンで作業する際やテ
レビを見るのに適している。祖母は 1日の大半をこ
の椅子に座って過ごす。

南雲家が眠っている仏壇。祖母にプレゼントをする
と必ず仏壇にお供えしてから祖母が受け取ることが
印象的だった。黒く、威圧感がある古風な仏壇は棚
の上に置かれ、背伸びをしないと奥まで見えない場
所に置かれていた。

玄関ー本棚ーベットという順で並ぶ。
本棚には本の他に、裁縫で使うミシン糸やボタンな
ど祖母の様々な仕事道具が置かれていた。
ベッドは４０年前から使っているもので、木製の
しっかりした造り。

ダイニングチェア

仕事用の椅子 仏壇 本棚とベッド
リビングで縁の下の力持ち的存在がテレビ台であ
る。存在感が薄いが、DVDのデッキやその他の備
品を収納するのに適している。

華奢なテレビの足

祖母は裁縫の仕事をしていて、設えも自分で作って
いるものが多い。鏡や、仕事で使うトルソーにも埃
が掛からないようにと布でカバーをあつらえてい
た。

なんでもカバー
リビングに置かれている雑誌や新聞受けとして使わ
れるインテリア。読む前と読んだ後の一時的な受け
皿として機能していた。

新聞の退避場所

設えの補填：　元からある設えの欠点を意図的に補う現象
廊下につけたレール、飾り棚、脱いだ服を洗濯する前にまとめるかご、お風呂の椅子、台車、など
廊下など長く何もない壁、動線上においてものの拠り所がない場所、身体の拠り所がない場所、など生活する上で生じてくるあらゆる余白に既存の設え
を補うために買い足したものや、造りつけたものがあげられる。家に住み始めて早い段階で補填されたものが多いが、その時の気分や長年使って飽きた
時など、突然その設えがなくなったり、更新されたりするものもある

設えの付随：　設えに連動して作られる設えの現象
回転椅子と踏み台、コンセントの前の植栽、洗濯機の周辺、ベットと本棚、テレビとテレビ台、引き出しと仏壇、リビングとテーブル、など
既存の設えとは別の要素であるが、関連するものか置かれるようになるシーンが見られた。
設えの増殖に変わりないが、設えの質の優先順位としては高く、日常生活の基準となる身体的スケールを作り出している現象が多い。

設えの増殖

設えの拡張

３人がコンタクト使用者がいる我が家には、洗面所
の一角にコンタクト専用の容器が一人分ずつ平等に
区分けされてある。しかし、洗浄液やコンタクトの
容器は人によって異なり、当然その枠をはみ出てし
まっている。容器に入れる物を容器に合わせるべき
か、容器を大きいものに変えるか悩ましい。

別の部屋で使わなくなった棚が、空いていたトイレ
の脇のスペースに押し込まれた。
何を置くか想定して用意されたものではない棚に
は、家族４人のそれぞれのものが所狭しと集う。
人によって物を取る面も異なり、狭いスペースを
有効利用できている。

もので溢れた空間にはそれぞれの収まる場所を構築
してしまいたくなる家族によって、真っさらだった
洗面所の壁にはゴテゴテと物たちの拠り所が構築さ
れた。

家具と壁の隙間、物と物とのちょっとした隙間に
物を置きがちである。さも始めからものが並べられ
ることを想定していたような箇所が多々見受けられ
る。

収納の中でも余ったスペースを居場所にするものた
ちがある。散乱しているように見える一方で、この
場所は決められたものたちの定位置になっていて、
いつもそこに決められて収納されているものたちだ
が、ないがしろにされている場所である。

リビングには住み始めた当初から比べると椅子が増
えた。中には収納力をもつ椅子もある。ソファーと
繋げてオットマンのように使ったりもしていた。

容量を超えるもの

みんなの棚余白の壁

隙間に侵食する物隙間に定着するもの

増える椅子

階段の手すりがない側は、縁が 100mm程の木の仕
上げで手すりの様に手をつく場合以外にも、玄関の
前という場所性もあって家族が色々なものを仮置き
する場所になっている。ポストに入れる手紙、持っ
ていくお弁当、帰ってきたときは家の鍵や買ってき
た食料を仮置きしている。

玄関から手を伸ばせば届く位置にある階段の手すり
が、日傘や折り畳み傘、靴ベラの定位置になってい
る。住み始めた当初からこの位置に掛け始めていて
いて慣れてしまった今となっては傘の置き場を後か
ら設えようとしたことは一度もない。

ある日家に帰ると、棚が出来上がっていた。
母が自前の材料で子供部屋に洋服掛けを作成してし
まった。あまり繊細な作りではないが、使いやすい。

設えのような重量感のもの
洋服タンスは部屋の中でも結構な重量感で鎮座して
いた。幅も厚みもある引き出しのタンスは部屋の柱
や出窓と同じくらいの存在感をもつ。

子供部屋では、中学生ごろからバックや帽子が増え
て、かける場所が必要になった。クローゼットでは
なく、取りやすい場所の収納は仕切りのない部屋で
儲けるのは難しい。壁状で収納力のある突っ張りの
棚は便利であったが、部屋をきれいにはみせてくれ
ない。

みんなが見る場所ものの拠り所となる場所

手作りタンスピンクのタンス壁状の収納

キッチンの一角にあるフックのたくさん付いた吊る
壁掛けのインテリアには、常にいろいろなものがか
かっていた。あるときは、ニンニクのストリング、
写真、栓抜き、ジョウロ、形が気に入って買ってき
たキッチン用品（インテリアとして）など、使用目
的に限らずキッチンを彩ってきた。

吊るすインテリア
リビングのサブスペースにあるレール状の照明た
ち。手元を真上から照らすことのできるスポットラ
イトは自由に居場所を創出できるためリビングを有
効的に使い続けられた。母の仕事場だった時期、グ
ランドピアノが置かれた時期、父の寝室になった時
期。一つの部屋の様に様々な用途に変容させられた
のもこの照明のおかげかもしれない。

照らせるライト
リビングとキッチンのちょうど間あたりに 1400 ×
300 のうちの中ではちょっと高級な木の棚がある。
この棚は完全にインテリアとして沢山の小物が置か
れている。家族のそれぞれが各国で買ってきたお土
産が集い、団欒の空間を賑やかにしている。

集まる場所

カーテンは後から突っ張り棒でリング状の金具で設
置した。突っ張り棒には、いつの間にかカーテンだ
けでなく時計やネームプレートなどもぶら下げられ
た。

カーテンと ...

ダイニングチェアは住み始めた当初は普通の椅子を
使用していたが、使い古して買い直す際に回転式の
ものを選び現在まで使い続けている。椅子に座るこ
とで生まれる方向性がなくなったことで、リビング
とダイニングの一体感が生まれ、家族が集った時の
空間のコミュニケーションが取りやすくなった。

ダイニングテーブルの上部に梁を利用した棚があ
り、小物や植物、中心にはライトが設置してある。
家族が顔を合わせ、集う場所には照明と生き物と
たまに見ると和むインテリアがあった。

回るようにした椅子 梁の飾り棚
日常的使うキッチン用品はキッチンカウンターの上
から吊っている。ダイニグカウンターの上の吊り具
はそれの延長でありつつ、輪ゴムやクリップを下げ
てキッチンで必要になる道具を収納できるようにし
ている

掛けられる場所

ある日母の仕事場からキッチンにやってきた棚。お
菓子、パン、賞味期限が近い食べ物などと鍋の蓋、
耐熱ボウルなどよく使う調理器具が置かれるように
なった。たまたまキッチンの空いていた場所に置か
れたが、そこはキッチンのど真ん中であり、結果的
に動線的にも最高の場所に必要なものが置かれてい
た。家の中で行き場を失った棚は、頻繁に出し入れ
がされる画期的な受け皿を構築してしまっていた。

行き場を失った棚

何もない壁は寂しい。ポスターや陶器が壁に飾られ
る。模様替えの度に位置が変えられた。

壁を飾るものたち

キッチンの吊り棚から吊るすキッチンペーパー掛け。
注文した設えに加えて、父が自作で設えた。既製品を
使わないで、あるもので賄うことで使いやすさや無駄
がなくなると思う。

母の趣味で運動グッツが増える寝室。ついにある日、
トランポリンが設置された。そこで運動する時間の
方が圧倒的に少ない設えは、取り込んだ洗濯置きか、
出かける時の部屋着置きと化している。

創作道具 トランポリンの末路

仕事場の横に並ぶ引き出しには、仕事道具が詰まっ
ている。その反対にはベッドがあるため、引き出し
の台の上にはラジオや寝る前に使うようなものが置
かれていた。写真立てと壁にも孫の写真がたくさん
並べられている。

領域をまたぐ

４人家族の我が家と一人で暮らす祖母の傘立ては対
照的であった。我が家のものは、最初から４本しか
傘が立てられない仕様のため傘が増えた時は壁に立
て掛けたり、別の設えを玄関に作る必要があった。
一方、祖母の玄関にある傘立ては一見一人暮らし向
けではなく、玄関の広さの割合からしても幅をとる
傘立てを使っていたが、傘が増えた時にも対応でき
る「傘のための場所」が確保されていた。

傘立ての比較

ものが増えたため、屋上に小屋を建てた。ものが溜
め込む場所が増えたことで、またものが増えるとい
う悪循環が発生した。

屋上の増築小屋

設えの拡張：　設えに絡みついてきたもの、設えの延長上で増える現象
階段の手摺による吊るす行為の拡張、増殖するものの隙間の利用による洗面台の拡張、梁を利用した天袋によるものの拡張、贅肉の棚、創作の家具、延長のつ
り棚、スポットライトによる居場所の拡張、回転椅子への変化による空間認識の拡張、ものの増殖による入れ物の拡張、収納の中の収納の隙間の拡張、ライト
を設置したことによる新しい居場所の拡張、など
すでに存在する設えに習いつつ、その空間の使い方やものの置き方や更新の仕方に工夫を凝らして使い勝手の良い場所を作りたい欲動が現れている現象である

設えの増殖：　設え・ものが無秩序に増えていく現象
白い壁（余白）を利用した設え、壁状の収納、目的を持たずに設置されたリビングの棚、収納できる椅子、
空いているスペースに移動させられる贅肉のような棚、など
暮らすために必要な家具やものを揃え終わった後の余白を見つけ、さらに増えるものの拠り所となる設えを作っている。「設えの拡張」と異なる
のは設えを無秩序に増殖させている点であり、日常生活の上で仮になくても生活できるものである。逆に、最も「生きられている空間らしさ」を
作り出している設えであるとも言える。

我が家の玄関とは対照的に、祖母の家の玄関はリ
フォームの際に新調したもので部屋が増設されたこ
とがわかる仕様である。

玄関ドア２

設えの普遍

キッチンの奥に鎮座する冷蔵庫は玄関から少し遠
かった。扉には家族の予定を書き込むホワイトボー
ドが貼られている。

定位置の冷蔵庫
祖母のダイニングスペースの机と椅子も父母が昔
使っていたものをそのまま引き継いだものである。
ワンルームの真ん中に丸いテーブルを置くと、部屋
を使いやすい。テーブルクロスをかけているため、
机の物持ちが良い。

ダイニング
ティッシュの箱やリモコンなどはいつもある場所と
いうものが家族間で暗黙の認識がある様に思う。
それは人の動きとものの配置の関係性から決まって
いて、相談した訳でもないのに家族それぞれが定位
置として認識しているという過程が面白い。

見えない居場所

裁縫の仕事をしていた祖母の仕事場は、以前私たち
家族四人が使っていたダイニングテーブルを再利用
している。多い時にはミシン３台や、アイロンを使
うため、安定したどっしりとしたデスクが好きらし
い。仕事の机にしては若干高さが高いため、回転す
る椅子で調整している。

祖母の仕事場

リビングは週末に度々父が模様替えすることがあっ
た。小物やインテリアの場所も変わるため、特に時
計は見ることが習慣になっていた場所を見てしまう
ことが多々あった。

各部屋にあるゴミ箱。
ゴミ箱にもそれぞれ定位置があり、みえない居場所
を確保している。

時計の居場所ゴミ箱の位置

我が家の玄関ドアは、築４０年ものである。
焦げ茶の木製で、重く、年季が入っている。
リフォームした際に変更しなかったため、この家の
人間の出入りを４０年間見守ってきたことになる。
左側の格子状の部分は当初はポストになっていた
が、今は塞がれてドア部分に後付けで付けている。
元からある設えを上手に継承しながら、更新すると
ころは上手く馴染ませて使い続けている。

玄関ドア１
階段下からも、廊下からも、玄関からも、洗面所か
らも、あらゆるシーンで見える時計がある。動線の
交差点に置かれる道具や装飾ほど記憶に残りやす
い。

見通せる場所の時計
建築当初からある外階段は玄関へのアプローチに
なっている。定期的にペンキが禿げると家族で塗り
直しを行った。

木製で白い塗装と、装飾がされている各部屋のド
ア。装飾の窪みに埃が溜まってしまうという難点も
あり、定期的に掃除をするなど手間がかかった。

外階段 ドアの模様

設えの普遍：　その場所にしか置けない、あるいは定位置になった現象
冷蔵庫、時計、ゴミ箱、ティッシュ、リモコン、など
どんな家にも必ず存在し、ないと暮らしていけないものでもあるこれらの設えは、最も早い段階で現れる設えである。
生きられた空間の初期要素であり基準となる設えと考える

設えの齟齬

玄関から部屋を全て見渡せてしまう造りだった祖母
の部屋は、玄関付近に緩衝空間を作る必要があった。
300 × 800 のこの奥行きが狭い本棚は壁の役割を担
い、玄関と部屋を区切っている。棚は玄関側から
使われ、常にロールスクリーンが掛けられていた。
反対側は布と網で固定され、カバン掛けにしている。

壁となった本棚
ワンルームであるため、全ての領域が重なっている
が部屋でもっとも収納力のあるこの棚がそれぞれの
領域のものを収容していた。

領域をまたぐ
３つで１セットの飾り棚は、狭い部屋ではバラバラ
に置かれていた。三つ目の高い棚の代わりに冷蔵庫
がつけられていたため、かろうじてバランスを保っ
ているように見えた。

解散した３セット
長方形のリビングを二分する様に 760 × 380 の棚が
置かれている。棚の奥行きが広いために、リビング
側には家族共有の本やインテリアの置物が置かれ、
反対側には個人の趣味のカレンダーや置物が並べら
れていて、表裏で違った趣をしている。

表と裏の顔をもつもの

設えの齟齬：　空間ともの単体に齟齬があるときに起こる現象　
広い空間の中で身体的スケールを獲得するとき、狭い空間で様々な用途のものを同居させる時、など
比較的大きな設えになると、身体的スケールを獲得するために一つの家具を意識的に分離して使っていたりする。

設えの無視

母は趣味で楽器を買って、すっかり弾かなくなって
自分の部屋の片隅で埃を被っている。

東側で、通りに面したベランダは、小学生の頃朝顔
を育てたりしたが、枯れて落ちた葉やゴミでベラン
ダの排水溝が詰まったりなど、掃除が大変なことも
あり、そのうち何も置かなくなってしまった。

３階に上がる階段の壁との間には、リフォーム前の
名残か隙間があった。当初は植物などを置いていた
が、掃除の際に邪魔になるため、その内何も置かれ
なくなった。

温められる楽器

使われなくなったベランダ階段と壁の間
この下駄箱も以前使ってたものを前の家から引き継
いで持ってきたために、玄関に治らず結果浮いたま
ま 18 年間使われていた。隙間には靴が入れられ、
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お風呂場に設えられた窪み、普通よりちょっと広いトイレ、廊下の空きスペースにおかれるもの、など
少し余裕があるからこそ生まれた振舞いは常に家の限られたスペースを十分使いこなしてきた結果だと言える。一旦設えた後も、その空間には常に変更できる
余地があり、仮置きだったはずが常に置かれるようになったり、ある日突然なくなって、空間が広々する時もあった。

設えの受容 設えの埋没

生きられた家の手法

生きられる 10 手法の解釈
と

生きられる虚構的現象生きられる手法 図式化設えのエレメント
普遍：領域の境目となる物理的高低差

増殖：階段状に離れた上下階のレベルを繋ぐ　段ごとに異なるものが置かれる

拡張：段差の高さの多様化により、様々な居方が点在する

補填：段差を利用した設えによって、段差が障壁でなく滞在場所となる

付随：段差を利用した設えによって、段差の新しい使い方が生まれる。

制限：登れない段差、机のような段差、椅子のような段差など

受容：段差があって初めて生まれた行為、段差内で設えられるもの

無視：ものが段差を埋めるように置かれる

埋没：段差周辺にものが置かれて段差が認識できなくなる

齟齬：段差にズレが生じることで、領域が分離する

普遍：600×1200　室内外を繋ぐ　

増殖：無秩序に開口部が開くことで、物置になったり居方が変化する

拡張：幅、奥行き、高さの変化によって家具のような役割をする

補填：開口部がそのまま居場所になる　机、ベッド、

付随：開口部に連続したり、関連するものが置かれる

制限：開口の大きさによって生まれる行為、開口内で設えられるもの

受容：開口を最大限利用した居方

無視：開口部をもので塞ぐ

埋没：開口部を塞いでしまう

齟齬：領域が分断される

普遍：750×2000　室内外を繋ぐ　

増殖：無秩序に開口部が開くことで、物置になったり居方が変化する
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普遍：動線、ものの拠り所

増殖：方向性、ものの掛けられ方の多様化

拡張：幅、奥行き、高さ 平面的に

補填：手すりから掛けられる突起が出る、手すりで穴ができる

付随：手摺に寄りかかれる多様な居場所が現れる

制限：領域を示す　通せんぼ、囲い

受容：手摺によって生まれた領域内に収まる

無視：一見手摺に見えない設えはものをかける事ができるが、跨いで通過することもできる

埋没：柱のように佇んでいる　領域を生んでいる

齟齬：領域の変化手摺的要素
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我が家の設えのテキストは１０に分類できた。

１０の分類は我が家の内部、すなわち「家を生か

してきた手法」と考えることができる。１０の手

法は、家族の記憶や経験から記述した１シーンか

ら抽出したテキストの類型であるため、一つの出

来事が一つの手法で言い表されるわけではない。

つまり、生きられた家では常に代わる代わるこれ

らの手法の読替えを繰り返すことによって空間を

生かし続け、使いこなしてきたと考えられる。

生きられた現象→生きられる手法
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09.　設計実験 2　 具体的な家の機能を持った空間の提案

実験 1で考察して得られた、生きられる設えの配置や組み合わせの空間構成を用いて、履歴を記述した生きられた家・我が家のゾーニングをベースに機能性を考慮した生きられる家を設計した。

実験1の4 つのモデルはいずれも、居室名や、使い方が読み替えられることを前提とした設えを構築したのに対し、

具体的な水回りやキッチンの機能や、階高、天井を設定した。このモデルにおいても外部と接する箇所は規定せず、内部にいる人間から見た生きられる設えを追求している。

１Fは玄関と、4つの寝室。

４つの寝室はmodel C D で検証した一人一部屋で使うことを想定し、

一室を構成する手法を増やすことで多様な居方ができる空間を設計した。

４つの部屋も全て設えが異なることで、部屋を交換したり状況に応じて使い分けることができると考える。

２Fへ上がる階段は段差の増殖の手法により、階段としてだけでなく棚、机、椅子として読み替えられる。

２Fはリビングと水回り。

LDKは緩やかにつなぎつつ、３つの異なる手法を用いることで、

Model A のように家族が集えるが、単調にならずメリハリのある設えを設計した。

水回りにおいても、設えの付随によってドアが飛び出ている場所が中間領域として利用できたり、

お風呂や家事室も開口や出入り口を多く設けて、他の使われ方の余地を残し生きられる要素を設えた。
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